
訓
点
資
料
語
彙
の
電
子
デ
ー
タ
提
供
に
向
け
て
の
実
践
的
試
み

―
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
巻
第
八
院
政
期
点
仮
名
点
箇
所
訓
読
文
用
例
集
―

大
久
保
綾
子

は
じ
め
に

近
年
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
電
子
テ
キ
ス
ト
公
開
の
動
き
が
活
発
化
し
、

我
々
は
そ
の
場
に
居
な
が
ら
に
し
て
様
々
な
資
料
を
閲
覧
可
能
と
な

っ
て
い
る
。
特
に
、
電
子
テ
キ
ス
ト
の
検
索
機
能
の
発
達
に
よ
り
、

求
め
る
情
報
が
瞬
時
に
入
手
可
能
に
な
っ
た
こ
と
は
、
作
業
時
間
の

飛
躍
的
な
短
縮
を
も
た
ら
し
た
。
情
報
の
信
頼
性
と
い
う
点
に
お
い

て
原
資
料
を
直
接
閲
覧
す
る
の
が
望
ま
し
い
の
は
言
を
俟
た
な
い
が
、

十
分
に
吟
味
し
た
上
で
の
電
子
テ
キ
ス
ト
利
用
も
一
つ
の
手
段
で
あ

り
、
選
択
肢
と
し
て
存
在
し
て
も
よ
い
と
考
え
る
。

そ
の
一
方
で
、
訓
点
資
料
言
語
デ
ー
タ
の
電
子
化
と
活
用
に
向
け

た
動
き
に
は
中
々
進
捗
が
見
ら
れ
て
い
な
い
。

訓
点
資
料
言
語
を
電
子
デ
ー
タ
化
す
る
際
に
突
き
当
た
る
問
題
点

と
し
て
、
松
本
氏
は
「
如
何
な
る
形
で
提
供
す
る
の
が
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
上
で
検
索
し
や
す
い
か
否
か
と
い
う
問
題
」
、
「
一
資
料
の
全
体

像
を
提
供
す
る
に
も
膨
大
な
労
力
と
時
間
が
必
要
と
な
る
」
問
題
、「
資

料
の
選
別
基
準
の
問
題
」
等
を
挙
げ
て
い
る

(

１)

。
抑
、
訓
点
資
料
に
は

仮
名
・
記
号
・
注
記
な
ど
多
種
に
渡
る
情
報
が
詰
め
込
ま
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
を
正
確
に
文
章
化
す
る
こ
と
自
体
に
困
難
が
伴
う
。
更
に
検

索
の
便
を
も
考
慮
す
る
と
な
れ
ば
、
形
式
の
確
定
ま
で
に
は
多
く
の

試
行
錯
誤
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
訓
点
資
料
言
語
の
電
子
デ
ー
タ
活
用
を
定
着
さ
せ
る
ま
で

の
障
害
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
デ
ー
タ
の
信
頼
性
も
問
題
と
な
る
。

言
語
事
象
や
漢
字
の
字
体
等
を
初
め
と
す
る
日
本
語
史
の
研
究
に
お

い
て
、
そ
の
論
拠
と
な
る
資
料
の
信
頼
性
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、

原
文
の
内
容
を
知
る
に
足
る
正
確
な
情
報
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ら

の
要
求
に
応
え
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
る
の
も
、
容
易
な
こ
と

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

上
述
の
如
き
様
々
な
困
難
さ
を
伴
う
も
の
の
、
訓
点
資
料
言
語
の

電
子
デ
ー
タ
化
は
決
し
て
軽
視
さ
れ
て
よ
い
も
の
で
は
な
い
。
松
本

氏
は
前
掲
の
論
文
で
以
下
の
様
に
述
べ
る
。

複
数
の
研
究
者
が
参
加
し
た
研
究
集
団
で
、
継
続
的
に
高
山
寺
経

蔵
の
調
査
を
続
け
て
い
る
研
究
者
の
一
つ
の
責
務
は
、
引
き
続
き

継
続
的
に
高
山
寺
経
蔵
に
所
蔵
さ
れ
る
訓
点
資
料
の
電
子
デ
ー
タ

の
提
供
を
考
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る

日
本
語
史
の
分
野
で
扱
う
訓
点
資
料
で
あ
る
が
、
非
常
に
重
要
な

意
味
を
持
つ
資
料
な
が
ら
も
、
そ
の
特
殊
性
及
び
希
少
性
に
よ
り
、
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一
般
に
は
閲
覧
の
期
を
得
難
い
も
の
も
少
な
く
は
な
い
。
そ
れ
ら
を

調
査
者
が
積
極
的
に
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
研
究
者
間
に
お
け
る

情
報
共
有
を
進
め
よ
う
と
い
う
意
見
は
首
肯
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。

そ
の
上
で
、
松
本
氏
は
自
ら
が
そ
の
先
駆
け
と
な
る
べ
く
、
高
山

寺
不
空
三
蔵
表
制
集
院
政
期
点
の
用
例
及
び
語
彙
デ
ー
タ
の
一
部
公

開
を
試
み
て
い
る
。

稿
者
も
こ
れ
ら
の
活
動
に
賛
同
す
る
と
共
に
、
電
子
テ
キ
ス
ト
蓄

積
の
一
助
に
な
れ
ば
と
の
願
い
か
ら
、
本
稿
の
公
開
に
踏
み
切
っ
た

次
第
で
あ
る
。
但
し
、
稿
者
は
調
査
団
等
へ
の
参
加
経
験
が
な
く
、

自
身
で
調
査
し
た
資
料
を
持
た
な
い
た
め
、
翻
刻
の
際
に
原
本
と
し

た
も
の
は
松
本
氏
の
所
持
す
る
移
点
本
で
あ
る
こ
と
を
予
め
お
断
り

し
て
お
く
。
ま
た
、
最
終
的
に
は
本
文
の
全
文
公
開
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
が
、
そ
れ
は
後
の
課
題
と
す
る
。
本
稿
で
は
、
仮
名
加
点
箇

所
の
み
を
対
象
と
し
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』

の
訓
読
文
用
例
集
作
成
を
試
み
た
い
。

猶
、
本
稿
で
扱
っ
た
資
料
で
あ
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
大
乗
本
生

心
地
観
経
』
に
関
し
て
、
高
橋
宏
幸
氏
に
よ
る
訓
読
篇

(

２)

及
び
索
引

(

３)
編

が
既
に
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
事
実
を
、
稿
者
は
本
用
例
集

作
成
後
に
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。
自
身
の
不
勉
強
を
恥
じ
る
と
共
に
、

一
度
は
本
稿
の
公
開
を
断
念
す
る
こ
と
も
考
え
た
。
し
か
し
、
本
稿

の
主
目
的
は
訓
読
文
用
例
集
の
実
践
的
試
み
に
あ
り
、
そ
の
点
に
お

い
て
は
公
開
も
無
意
味
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
思
い
か

ら
、
ご
批
判
は
覚
悟
の
上
で
、
敢
て
本
用
例
集
を
公
開
さ
せ
て
頂
く

所
存
で
あ
る
。

注

松
本
光
隆
「
訓
点
資
料
語
彙
の
文
脈
つ
き
電
子
デ
ー
タ
提
供

1

の
一
試
案
―
高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制
集
院
政
期
点
巻
第
一

仮
名
点
箇
所
訓
読
文
用
例
集
（
稿
）
一
―
」

（
高
山
寺

典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
研
究
報
告
論
集

平
成

・

）

25

3

高
橋
宏
幸
「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
院

2

政
期
点
《
訓
読
篇
》
」

（
都
留
文
科
大
学
大
学
院
紀
要
2

号
）

高
橋
宏
幸
「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
院

3

政
期
点
《
索
引
編
》
」

（
都
留
文
科
大
学
大
学
院
紀
要
3

号
）

そ
の
他
参
考
文
献
等

「S
A
T

大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
（h

t
t
p
:
/
/
2
1

d
z
k
.
l
.
u
-
t
o
k
y
o
.
a
c
.
j
p
/
S
A
T
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

）

小
林
真
由
美
「
百
石
讃
嘆
と
灌
仏
会
」

（
成
城
國
文
學
論
集
26

号
）
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宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
巻
第
八
院
政
期
点
仮
名

点
箇
所
訓
読
文
用
例
集

凡
例

一
、
本
用
例
集
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
巻

第
八
（
院
政
期
点
）
の
本
文
を
底
本
と
し
、
そ
の
仮
名
加
点
箇
所
の

本
文
及
び
検
索
用
語
を
出
現
順
に
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
底
本
に
は
朱
と
角
筆
に
よ
る
二
種
類
の
加
点
が
確
認
さ
れ
る
が
、

訓
読
文
で
は
前
者
（
朱
点
）
に
は
何
も
付
さ
ず
、
後
者
（
角
筆
点
）

に
は
「

」
を
付
す
こ
と
で
両
者
を
区
別
し
て
示
し
た
。

一
、
用
例
の
掲
出
に
お
い
て
は
、
仮
名
加
点
の
存
す
る
箇
所
を
中
心

に
、
一
文
単
位
で
掲
げ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。
但
し
、
二
文

で
一
セ
ッ
ト
の
反
復
表
現
等
、
纏
め
て
掲
げ
た
方
が
理
解
し
易
い
と

判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
一
文
に
拘
ら
ず
掲
出
し
て
い
る
。

一
、
訓
読
文
は
底
本
の
ヲ
コ
ト
点
を
平
仮
名
で
示
し
、
仮
名
（
底
本

は
平
仮
名
に
よ
る
加
点
本
）
を
片
仮
名
で
示
し
、
補
読
し
た
語
句
は

平
仮
名
を
（

）
で
括
っ
て
示
し
た
。
ま
た
、
不
読
の
漢
字
は
［

］

で
括
っ
て
示
し
、
再
読
字
の
二
度
目
の
読
み
も
、「
當
に
…
［
當
］（
再
讀
）

し
」
の
よ
う
に
［

］
で
括
っ
た
上
で
（
再
讀
）
と
併
記
し
た
。

一
、
底
本
の
符
号
に
関
し
て
は
、
合
符
は
訓
読
文
に
生
か
し
て
示
し

た
。
そ
の
他
、
音
読
符
・
訓
読
符
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
（
音
）

（
訓
）

の
文
字
を
、
声
点
に
つ
い
て
は
（
平
）
（
平
輕
）

（
上
）
（
去
）
（
入
輕
）

（
入
）

な
ど
の
文
字
を
当
該
漢
字
の
右
下
に
注
記
し
た
。
ま
た
返
点
は
、

と
い
っ
た
注
記
に
よ
り
同
じ
く
当
該
漢
字
右

（
返
）

（
一
）

（
二
）

（
三
）

下
に
示
し
た
。

一
、
底
本
の
二
行
割
注
は
、
訓
読
文
で
は
一
行
流
し
と
し
、
そ
の
前

後
を
〈

〉
で
括
る
と
共
に
改
行
箇
所
に
つ
い
て
は
冒
頭
に
く
る
文

字
に
／
を
付
し
て
示
し
た
。

一
、
句
読
点
は
、
底
本
に
従
っ
て
、
右
下
「
・
」
を
句
点
「

。
」
で

表
し
、
中
下
「
・
」
を
読
点
を
「

、
」
で
表
し
た
。
句
読
を
付
す
べ

き
所
に
句
読
点
の
な
い
箇
所
は
空
白
と
し
て
示
し
た
。

一
、
漢
字
の
字
体
は
活
字
正
字
体
に
従
う
こ
と
を
原
則
と
し
た
。

一
、
所
謂
、
誤
字
・
宛
字
に
つ
い
て
は
、
底
本
の
ま
ま
に
翻
字
し
、

正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
字
体
を
注
記
す
る
こ
と
は
し
な
い
。

一
、
片
仮
名
の
字
体
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、
漢
字
の
右
傍
に
付
さ
れ
た
漢
字
が
仮
名
の
役
割
を
有
す
る
と
判

断
さ
れ
る
場
合
は
片
仮
名
に
変
換
し
て
示
し
た
。
（
「
整
」
→
「
整
」

正

セ
イ

「

本
來

」
→
「

本
來

」
等
）

モ
ト
ヨ
リ
コ
ノ
方

モ
ト
ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ

一
、
漢
字
一
字
の
読
み
に
仮
名
点
と
ヲ
コ
ト
点
の
両
方
が
付
さ
れ
て

い
る
場
合
に
は
、
「

將

テ
」
の
よ
う
に
ヲ
コ
ト
点
を
｛

｝
で
括
っ

モ
｛
も
｝

て
示
し
た
。

一
、
外
字
の
表
示
に
際
し
て
は
、
当
該
箇
所
に
「
〓
｛
示
＋
平
｝
」
の

形
で
示
し
た
。

一
、
仮
名
の
踊
り
字
は
、
一
字
を
「
ヽ
」
、
二
字
以
上
を
「
／
＼
」
で

示
し
た
。

一
、
虫
損
・
破
損
に
よ
り
本
文
の
字
句
が
欠
落
し
た
箇
所
、
及
び
角

筆
の
存
在
は
確
認
で
き
る
も
の
の
文
字
の
特
定
が
困
難
な
箇
所
は
□

に
よ
っ
て
示
し
た
。
そ
の
際
の
検
索
用
語
は
、
残
存
の
情
報
に
よ
り
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推
測
し
た
語
彙
を
掲
出
し
た
。

一
、
用
例
の
所
在
、
検
索
用
語
等
の
情
報
は
、
用
例
毎
に
文
末
に
丁

数
行
数
、
検
索
用
語
の
順
で
（

）
で
括
っ
て
揚
げ
た
。

一
、
補
読
箇
所
の
表
記
に
つ
い
て

補
読
し
た
語
句
の
表
記
は
、
左
の
各
項
に
従
っ
た
。

（
１
）
仮
名
遣
は
、
原
則
と
し
て
、
歴
史
的
仮
名
遣
に
よ
る
。

（
２
）
活
用
語
尾
の
補
読
は
、
原
則
と
し
て
、
音
便
化
し
て
い
な

い
も
と
の
活
用
形
に
よ
っ
た
。
但
し
、
一
定
の
四
段
活
用
動
詞
の
連

用
形
が
「
テ
」
等
に
続
く
場
合
の
補
読
に
は
、
「

従

テ
」
の
如
く
、

シ
タ
カ

当
該
部
分
の
活
用
語
尾
を
補
う
こ
と
は
し
な
い
。

ま
た
、
活
用
し
な
い
語
や
活
用
語
で
も
語
幹
な
ど
に
音
便
を
含
む

語
の
う
ち
、
当
時
既
に
音
便
の
形
が
定
着
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
以

下
の
語
は
、
音
便
の
形
を
以
て
基
準
と
し
た
。

於

以

欲

（
補
読
で
は
「
ツ
」
は
表
記
し
な

オ
イ
テ

モ
ツ
テ

ホ
ツ
ス

い
。
）

（
３
）
補
読
に
は
濁
点
は
一
切
加
え
な
い
。

一
、
検
索
用
語
に
つ
い
て

各
用
例
の
検
索
用
語
を
決
定
す
る
作
業
に
お
い
て
は
、
左
の
各
項

に
従
っ
た
。

（
１
）
検
索
用
語
は
、
電
子
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
検
索
の
便
を
考

え
て
、
和
語
は
平
仮
名
で
、
字
音
語
ま
た
は
字
音
語
に
準
ず
る
も
の

は
片
仮
名
で
語
形
を
掲
げ
た
。

（
２
）
語
の
掲
出
は
単
語
を
基
本
単
位
と
す
る
。

（
３
）
当
該
語
句
（
用
言
及
び
助
動
詞
）
が
訓
読
文
中
に
活
用
語

と
し
て
現
れ
る
場
合
、
終
止
形
で
の
掲
出
を
基
本
と
し
た
。

（
４
）
当
該
語
句
が
訓
読
文
中
に
音
便
形
で
現
れ
る
場
合
、
原
則

と
し
て
、
も
と
の
語
形
を
揚
げ
た
。
但
し
、
以
下
の
語
に
つ
い
て
は
、

音
便
形
で
検
索
語
を
立
て
た
上
で
（

）
で
括
っ
て
も
と
の
語
形
を

示
し
た
。

用

欲

（
検
索
用
語
で
は
「
ツ
」

モ
ツ
テ
（
モ
チ
テ
）

ホ
ツ
ス
（
ホ
リ
ス
）

は
表
記
し
な
い
。
）

（
５
）
用
語
掲
出
の
際
の
仮
名
遣
い
は
、
底
本
の
表
記
体
系
に
よ

っ
た
。
但
し
、
検
索
の
便
を
考
慮
し
て
、
底
本
の
仮
名
加
点
が
歴
史

的
仮
名
遣
と
異
な
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
（

）
で
括
っ
て
歴
史
的
仮

名
遣
に
よ
る
表
記
も
併
記
し
た
。
（
「
・
き
こ
ふ
・
（
・
き
こ
ゆ
・
）
」

「
・
チ
ム
リ
ム
す
・
（
・
チ
ム
リ
ン
す
・
）
」
等
）

（
６
）
字
音
語
の
掲
出
に
お
い
て
は
、
仮
名
の
付
さ
れ
て
い
な
い

漢
字
は
「
‐
」
で
、
仮
名
の
付
さ
れ
て
い
る
漢
字
は
そ
の
読
み
を
表

記
す
る
か
た
ち
で
以
下
の
様
に
表
し
た
。
（
「
整
理
」
「
・
セ
イ
‐
す

セ
イ

・
」

「
訶
利
底
母
」
「
・
‐
‐
テ
イ
‐
・
」
）

テ
イ

検
索
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
更
に
、
呉
音
に
統
一
し
た
読
み
を
（

）

で
括
っ
て
示
し
た
。（
「
整
理
」「
・
セ
イ
‐
す
・
（
・
シ
ヤ
ウ
リ
す
・
）
」

セ
イ

「
訶
利
底
母
」
「
・
‐
‐
テ
イ
‐
・
（
・
カ
リ
タ
イ
モ
・
）
」
）

テ
イ

一
、
必
要
な
注
は
、
用
例
及
び
検
索
用
語
の
掲
出
後
に
＊
を
付
し
て

小
文
字
で
記
す
。

一
、
本
用
例
集
と
高
橋
氏
の
翻
刻
と
の
間
で
ヲ
コ
ト
点
の
認
定
等
に

差
違
が
み
ら
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
本
行
の
＊
注
と
は
別
に
、
翻

刻
本
文
の
後
に
纏
め
て
掲
げ
た
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、
当
該
漢
字
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右
上
に
付
し
た
算
用
数
字
に
対
応
し
て
い
る
。

○
爾
（
の
）
時
に
文
殊
師
利
菩
薩
摩
訶
薩
・

即

チ

座
（
し
）
て
起

ス
ナ
ハ

タ

1

チ
テ
・
衣
服

を
整

―

＊

理
し

偏

に
右
の
肩

て

セ
イ

ヒ
ト
ヘ

カ
タ

（
返
）

（
平
）

（
返
）

2

を

袒

キ
右
（
の
）
膝
を
地

に

著
ケ

躬

ヲ
曲
ケ

＊

カ
タ
ヌ

ヒ
サ

ツ

ミ

マ

（
返
）

（
返
）

3

掌

（
を
）
合
セ
テ
佛

（
に
）
白
（
し
）
て
言
（
さ
く
）
・

ア
ハ

（
返
）

（
返
）

世
尊

佛
の
所
説
の
如
し
。
（
一
ウ
２
、
・
す
な
は
ち
・
た
つ
・
て
・

セ
イ
‐
す
・
（
・
シ
ヤ
ウ
リ
す
・
）
・
ひ
と
へ
に
・
か
た
・
か
た
ぬ
ぐ

・
ひ
ざ
・
つ
く
・
み
・
を
・
ま
ぐ
・
あ
は
す
・
て
・
）

＊
「
理
」

「
て
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
擦
り
消
し
た
か
。

＊
「
掌
」

「
し
」
「
て
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
擦
り
消
し
た
跡
あ
り
。

○
妙
德
等
五
百
長
者

に
告
（
く
ら
）
く
は

我
汝
等

か

ナ
ン
タ
チ

（
返
）

（
返
）

爲
に
心
地
微
妙
（
の
）
法
門
を
敷

―
演
セ
ン
ト
。
（
一
ウ
４
、
・

（
平
）

な
ん
だ
ち
・
‐
‐
す
・
（
・
フ
エ
ン
す
・
）
・
む
・
と
・
）

○
而
も
此
の
道
場
の
无
量
无
邊
の
人
天
大
衆
・
皆
（
な
）
渴
仰
を
生ナ

ス
。
（
一
ウ
５
、
・
な
す
・
）

○
我
今
是

カ
爲
ニ
如
來

に
啓

―
問

シ
タ
テ
マ

コ
レ

か

タ
メ

に

ケ
イ

（
返
）

（
返
）

（
上
）

（
平
）

ツ
ル
（
二
オ
１
、
・
こ
れ
・
が
・
た
め
・
に
・
ケ
イ
‐
す
・
（
・
ケ
モ

ン
す
・
）
・
た
て
ま
つ
る
・
）

○
云
―
何
ナ
ル
ヲ
カ
心

と
爲

云
何
ナ
ル
を
か
地
と
爲
る
。
（
二

イ
カ

し

イ
カ

す

（
返
）

オ
１
、
・
い
か
な
り
・
を
・
か
・
い
か
な
り
・
）

○
惟
し
願
（
は
）
く
は
世
尊

无
緣
の
大
慈
・
无
礙
の
大
悲
・
諸
の

衆
生

の
爲
に
分
別
演
説
し
て

苦

を
離
（
れ
）
未
る

者モ
ノ

（
返
）

（
返
）

4

に
は
苦

を
離
ル
ヽ
コ
ト
ヲ
得
令
（
め
）

安
樂

ナ
ラ
未

ハ
ナ

を

（
返
）

（
返
）

（
る
）
者
ニ
ハ
安
樂

（
を
）
得
令
（
め
）

發
心

（
せ
）

モ
ノ

（
返
）

（
返
）

未
（
る
）
者
（
に
は
）
發
心

（
を
）
得
令
（
め
）

證
果

（
返
）

（
返
）

未
（
さ
る
）
者
（
に
は
）
證
果

（
を
）
得
令
（
め
）

同
く
一

（
返
）

道

に
於
て
［
而
］
涅
槃
（
を
）
得
シ
メ
タ
マ
ヘ
ト
。
（
二
オ
２
、

エ

（
返
）

・
も
の
・
は
な
る
・
こ
と
・
を
・
‐
‐
な
り
・
（
・
ア
ン
ラ
ク
な
り

・
）
・
も
の
・
に
・
は
・
う
・
し
む
・
た
ま
ふ
・
と
・
）

○
爾
（
の
）
時
薄
伽
梵

无
量
劫
の
中
に
諸
（
の
）
福
智

を
修

（
返
）

し
て

獲

タ
マ
ヘ
ル
所
の
清
淨
決
定
勝
法
大
妙
智
印

エ

（
返
）

（
一
）
（
返
）

を
以

て
文
殊
師
利

を
印
し
て
言
は
く

善
イ
哉
善
（
い
）

ヨ

カ
ナ

（
二
）

（
返
）

哉
・
汝
今

眞

に
是
レ
三
世
の
佛
母
な
り
・
（
二
ウ
１
、
・
う
・
た
ま
ふ

マ
コ
ト

コ

・
り
・
よ
し
・
か
な
・
ま
こ
と
に
・
こ
れ
・
）

○
一
切
如
來
・
修
―
行
―
地

に

在

シ
ト
キ

皆
（
な
）

曾
テ

マ
シ
／
＼

カ
ツ

て

（
返
）

5

引
導
し
て
初
（
て
）
信
心
を
發
サ
シ
メ
タ
リ
。
（
二
ウ
３
、
・
ま
し
ま

オ
コ

す
・
き
・
と
き
・
か
つ
て
・
お
こ
す
・
し
む
・
た
り
・
）

○
是
の
因
緣

を
以
（
て
）
十
方
國
土
に
正
覺

（
と
）
成

（
返
）

（
返
）

る
者

皆
（
な
）
文
殊

を
以
て
［
而
］
其
の
母
（
と
）
爲
。
（
二

モ
ノ

す

（
返
）

ウ
４
、
・
も
の
・
）

○
世
尊
・
我
等
＊
聞
キ
タ
ヘ
ン
ト
樂
フ
（
三
オ
３
、
・
き
く
・
た
ぶ
・

ネ
カ

（
？
）

む
・
と
・
ね
が
ふ
・
）

＊
「
聞
」

右
傍
仮
名
「
キ
タ
ヘ
ン
ト
」
、
未
詳
。

○
爾
（
の
）
時
に
薄
伽
梵
・
妙
に
善
く
一
切
如
來
の
最
勝
住
持
・
平

等
性
智
・
種
種
（
の
）
希
有
の
微
妙
の
功
德

を
成

―
就

（
返
）

（
二
）
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し

已
に
能
く
善
く
一
切
諸
佛
の
決
定
勝
法
・
大
乘

智
印
（
返
）

6

を
獲

已
に
善
く
一
切
如
來
の
金
剛
祕
密
・
殊
勝
妙
智

を
圓
證

エ

（
返
）

し

已
に
能
く
无
閡

（
の
）
大
悲
の
自
然
に
十
方
の
有
情

ケ

（
平
）

（
一
）
（
返
）

を
救

攝
す
る
に
安

＊
住
し

已
に
善
く
妙
觀
察
智
の
不

（
二
）

（
三
）

觀
に
し
て
［
而
］
觀

し
・
不
説
に
し
て
［
而
］
説
く
を
圓
滿
シ

（
上
）

タ
マ
ヘ
リ
。
（
三
オ
４
、
・
う
・
‐
ゲ
・
（
・
ム
ゲ
・
）
・
‐
‐
す
・
（
・

ヱ
ン
マ
ン
す
・
）
・
た
ま
ふ
・
り
・
）

＊
「
住
」

左
傍
「
三
」
点
の
下
に
薄
い
「
三
」
点
あ
り
。

○
此
（
の
）
法
を
は
名
（
け
）
て
三
世
の
諸
佛
の

自

ラ
法
樂

ミ
ツ
カ

（
返
）

7

を
受
（
く
）
る
微
妙
の
寶
＊
宮

と
爲
（
四
オ
３
、
・
み
づ

（
上
）
（
返
）

か
ら
・
）

＊
「
宮
」

「
こ
と
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
擦
り
消
し
た
か
。

○
此
（
の
）
法
は
能
く
諸
の
菩
薩
衆

を
引
（
き
）
て
色
究
竟
の

（
返
）

自
在
智
處

に
到
ス
（
四
オ
５
、
・
い
た
す
・
）

イ
タ

（
返
）

○
此
（
の
）
法
は
能
く
菩
提
樹

に
詣

ス
後
身
の
菩

イ
タ

（
一
）
（
返
）

（
二
）

薩

を

引

く

眞
實
の
導
師

な
り
［
イ
、

（
上
）
（
返
）

（
訓
）
（
下
）

（
返
）

後
身
（
の
）
菩
薩
（
に
）
眞
實
（
の
）
導
師

（
を
）

引
キ
］

□

（
返
）

8

（
四
ウ
１
、
・
い
た
す
・
ひ
く
・
）

○
此
（
の
）
法
は
能
（
く
）
世
出
世
の
財

を
雨
ル
コ
ト
摩
尼
寶

フ

（
返
）

の
衆
生
の
願

を
滿

ツ
ル
か
如

シ
（
四
ウ
２
、

ミ

（
一
）
（
返
）

（
二
）

（
三
）

・
ふ
る
・
こ
と
・
み
つ
・
ご
と
し
・
）

○
此
の
法
は
能
（
く
）
一
切
衆
生
の
諸
の
惡
業
の
果

を
銷
ス
（
四

ケ

（
返
）

ウ
４
、
・
け
す
・
）

○
此
の
法
（
は
）
能
（
く
）
一
切
衆
生
の
所
求
の
願

を
與
フ
ル

ア
タ

（
返
）

印
な
り
。
（
四
ウ
５
、
・
あ
た
ふ
・
）

○
此
の
法
は
能
く
一
切
衆
生
の
苦
海
の
波

浪

を
息
ム
（
五

ヤ

（
平
）

（
返
）

オ
１
、
・
や
む
・
）

○
此
の
法
は
能
く
苦
惱
衆
生
の
［
而
］
急
難

（
を
）
作

（
一
）
（
返
）

（
二
）

す
を
救

フ
（
五
オ
２
、
・
す
く
ふ
・
）

ス
ク

（
三
）

○
此
（
の
）
法
（
は
）
能
く
一
切
衆
生
の
老
病
死
（
の
）
海
を
竭
ス
。

ツ
ク

す

（
五
オ
２
、
・
つ
く
す
・
）

○
此
の
法
は
能
く
＊
生
死
の
長
夜

（
に
）
＊
與
フ
ル
大
智
炬

ア
タ

コ

（
返
）

（
返
）

［
イ
、

炬

］
爲
リ
［
イ
、
生
死
（
の
）
長
夜
の
與
に
大
智

ト
モ
シ
ヒ

タ

（
下
欄
）

炬
爲
（
り
）
］［
イ
、
生
死
（
の
）
長
夜
（
の
）
爲
大
智

炬
に
與
（
ふ
）
］

9

（
五
オ
４
、
・
あ
た
ふ
・
‐
‐
ゴ
・
（
・
ダ
イ
チ
ゴ
・
）
・
と
も
し
び

・
た
り
・
）

＊
「
生
」

右
傍
仮
名
「
タ
□
」
を
擦
り
消
し
た
跡
あ
り
。
或
は
、
「
タ
メ
□
」
と

共
に
「
與
」
字
の
付
訓
か
。

＊
「
與
」

左
傍
仮
名
「
タ
メ
□
」
を
擦
り
消
し
た
跡
あ
り
。

○
此
（
の
）
法
（
は
）
能
く
四
魔
の
兵
衆

を
破
す
る
に

而
も

（
返
）

甲

冑

作
リ
（
五
オ
５
、
・
カ
フ
チ
ウ
・
（
・
ケ
フ
ヂ
ウ
・
）
・

「
カ
フ
チ
ウ
」

タ

（
返
）
10

た
り
・
）

○
此
（
の
）
法
（
は
）
即
（
ち
）
是
レ
正
（
し
く
）
勇
猛
の

軍

ノ

コ

イ
ク
サ

戰

―
＊
勝

の
旌

旗

［
イ
、
旌
旗
］
な
り
。

「
セ
□
」

サ
イ

キ

セ
イ

（
平
）

（
平
）

（
平
）

（
平
）

11（
五
オ
５
、
・
こ
れ
・
い
く
さ
・
の
・
セ
ン
‐
・
（
・
セ
ン
シ
ヨ
ウ
・
）

・
サ
イ
キ
・
（
・
シ
ヤ
ウ
ギ
・
）
・
セ
イ
‐
・
（
・
シ
ヤ
ウ
ギ
・
）
）

＊
「
勝
」

右
傍
に
角
筆
仮
名
あ
る
か
。

○
此
（
の
）
法
（
は
）
即
（
ち
）
是
（
れ
）
大
法
の
鼓

を
擊
ツ

ウ

（
返
）
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ナ
リ
（
五
ウ
２
、
・
う
つ
・
な
り
・
）

○
此
（
の
）
法
（
は
）
猶
（
ほ
）
國
の
大
聖
王
の
善
く
能
く
正
シ
ク

タ
ヽ

治
ス
ル
に

若
し
王
の
化

に
順
ス
レ
は
大
安
樂

を
獲エ

（
返
）

（
返
）

若
（
し
）
王
の
化

に
違
ス
レ
は
尋
テ
誅

滅

を

被

ル

ツ
イ

て

チ
ウ

カ
ウ
フ

る

（
返
）

（
去
）

（
一
）

（
二
）

か
如

し
。
（
五
ウ
４
、
・
た
だ
し
・
‐
す
・
（
・
ヂ
す
・
）
・
‐

（
三
）

す
・
（
・
ジ
ユ
ン
ず
・
）
・
う
・
‐
す
・
（
・
ヰ
す
・
）
・
つ
い
で
・
チ

ウ
‐
・
（
・
チ
ユ
ウ
メ
ツ
・
）
・
か
う
ぶ
る
・
）

○
能
く
心

を
觀
す
る
者
は
究
竟
し
て
解
脱
す
。
（
六
オ
１
、
・
も

モ
ノ

（
返
）

の
・
）

○
觀

す
る
こ
と
能
は
不
（
る
）
者
は
究
竟
し
て
沈

―
淪

モ
ノ

チ
ム

リ
ム

（
返
）

（
平
）

す
。
（
六
オ
２
、
・
も
の
・
チ
ム
リ
ム
す
・
（
・
ヂ
ム
リ
ン
す
・
）
）

○
五
穀
五
果
（
は
）
大
地

從
リ
生
す
・
（
六
オ
３
、
・
よ
り
・
）

ヨ

（
返
）

○
一
切
の
凡
夫
・
善
友

に
親
近
し
て
心
地
法

を
聞

（
平
）
（
返
）

（
返
）

（
き
）
て
理

の
如
（
く
）
觀
察
し
・
説

の
如
く
修
行
し

（
返
）

（
返
）

自
作
・
教
他
・
讃
―
勵

・
慶
慰

セ
ン
。
（
六
オ
５
、
・

レ
イ

ヰ

（
去
）

（
平
）

‐
レ
イ
す
・
（
・
サ
ン
ラ
イ
す
・
）
・
‐
ヰ
す
・
（
・
キ
ヤ
ウ
ヰ
す
・
）

・
む
・
）

○
是

（
の
）
如
き
［
之
］
人
は
能
く
二
障

を
斷
し

速

（
返
）

（
返
）

に
衆
行

を
圓
に
し
て

＊
疾
ク
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得

ト

（
返
）

12

む
。
（
六
ウ
２
、
・
と
し
・
）

＊
「
疾
」

「
く
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
抹
消
。

○
唯
し
心
法

を

將

チ
テ
三
界
の
主

と
爲
（
六
ウ
４
、
・

モ
｛
も
｝

て

す

（
返
）

（
返
）

も
ち
て
・
（
・
も
て
・
）
）

○
心
法
は
本
＊
元
塵
穢

に
染
（
せ
）
不
（
六
ウ
５
、
・
も
と
・
）

モ
ト

す

（
返
）

＊
「
元
」

本
行
「
无
」
字
、
符
号
に
よ
り
右
傍
に
「
元
」
に
訂
す
。

○
云
何
ニ
ソ
心
法
・
貪
瞋
癡

に
染
す
る
（
六
ウ
５
、
・
い
か
に

イ
カ

（
返
）

・
ぞ
・
）

○
三
世
の
法

に
於
て

誰
を
か
説
（
き
）
て
心

と
爲
る

タ
レ

す

（
返
）

（
返
）

13

（
七
オ
１
、
・
た
れ
・
）

○
過
去
の
心
は
已
に
滅
し

未
來
の
心
は
至

ラ
未
（
七
オ
１
、

イ
タ

す

（
返
）

・
い
た
る
・
）

○
現
在
の
心
は
住

セ
不
（
七
オ
２
、
・
‐
す
・
（
・
ヂ
ユ
ウ
す
・
）
）

す

（
返
）

○
諸
法
の
［
之
］
内
に
性
・
不
可
得
な
り
・
（
七
オ
２
、
・
う
ち
・
）

ウ
チ

○
諸
法
（
の
）
［
之
］
外
ニ
相
・
不
可
得
な
り
・
（
七
オ
３
、
・
ほ
か

ホ
カ

に

・
に
・
）

○
諸
法
の
中
間
に
・
都
て
不
可
得
な
り
。
（
七
オ
３
、
・
す
べ
て
・
）

ス
ヘ

○
心
法
（
は
）
・

本
來

形
相

有
（
る
）
こ
と
无
し
（
七
オ
４
、

モ
ト
ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ

（
返
）

・
も
と
よ
り
こ
の
か
た
・
）

○
心

法
は
・

本
來

＊
住
處
有
（
る
）
こ
と
无
し
。
（
七
オ
４
、

モ
ト
ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ

14

・
も
と
よ
り
こ
の
か
た
・
）

＊
「
住
」

六
画
目
に
ヲ
コ
ト
点
ら
し
き
符
号
あ
る
が
、
未
詳
。

○
一
切
の
如
來
・
尚
（
ほ
）
・
心

を
＊
見
タ
マ
ハ

不

（
七
オ

ス
｛
す
｝

（
返
）

５
、
・
た
ま
ふ
・
ず
・
）

＊
「
見
」

仮
名
「
タ
マ
ハ
」
、
正
確
に
は
「
不
」
字
の
右
傍
に
あ
り
。

○
何
（
に
）
況
（
や
）
餘
人
・
心
法
を
見
（
る
）
こ
と
得
ン
ヤ
。
（
七

エ

オ
５
、
・
う
・
む
・
や
・
）

○
一
切
諸
法
は
妄
想

從
リ
生
す
（
七
オ
５
、
・
よ
り
・
）

ヨ

（
返
）

○
是
の
因
緣

を
以
（
て
）

今
―
者
世
尊
・
大
衆

の
爲
に

イ
マ

（
返
）

（
返
）

15
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三
界
唯
心

な
り
と
説
キ
タ
マ
フ
ト
（
七
ウ
１
、
・
い
ま
・
と
く

ト

（
返
）

・
た
ま
ふ
・
と
・
）

○
願
（
は
く
）
は
佛
・
哀
愍
し
て
實

の
如
く
解
説
シ
タ
マ
ヘ
。

（
返
）

（
七
ウ
２
、
・
‐
‐
す
・
（
・
ゲ
セ
チ
す
・
）
・
た
ま
ふ
・
）

○
心
（
は
）
流
水

（
の
）
如
し

念
念
（
に
）
生
滅
し
て
前
後

（
返
）

世

に
於
て

蹔

ク
も
住

（
せ
）
不
（
る
）
か

故
に
。

シ
ハ
ラ

（
返
）

（
返
）

16

17

（
八
オ
１
、
・
し
ば
ら
く
・
）

○
心
は
大
風

の
如
（
し
）

一
刹
那
の
間
に
方
所

に
歷フ

（
返
）

（
返
）

ル
か
故
（
に
）
。
（
八
オ
２
、
・
ふ
・
）

○
心
（
は
）

電

光

の
如
（
し
）

須
臾
の
［
之
］
頃
に

テ
ン

ア
ヒ

（
平
）

（
返
）

18

し
て
久
（
し
）
ク
住

セ
不
ル
か
故
（
に
）
。
（
八
オ
３
、
・
デ
ン

ヒ
サ

サ

（
返
）

‐
・
（
・
デ
ン
ク
ワ
ウ
・
）
・
あ
ひ
・
ひ
さ
し
・
‐
す
・
（
・
ヂ
ユ
ウ

す
・
）
・
ず
・
）

○
心
（
は
）
虛
空

（
の
）
如
（
し
）

客
塵
煩
惱
覆
―
障

（
返
）

（
返
）

す
る
所

ナ
ル
か
故
（
に
）
。
（
八
オ
４
、
・
な
り
・
）

（
訓
）

○
心
（
は
）

猿

―

＊

猴

［
イ
、
猿
猴
］

「
ヱ
ン
」

「
□
ウ
」

サ
ル

（
去
）

（
上
濁
）

（
返
）

19

の
如
（
し
）

五
欲
の
樹

に
遊
ヒ
て

蹔

ク
も
住

（
せ
）

キ

ア
ソ

シ
ハ
ラ

（
返
）

（
返
）

20

不
（
る
）
か
故
（
に
）
。
（
八
オ
５
、
・
ヱ
ン
コ
ウ
・
（
・
ヲ
ン
グ
・
）

・
さ
る
・
き
・
あ
そ
ぶ
・
し
ば
ら
く
・
）

＊
「
猴
」

右
傍
に
二
本
の
朱
線
あ
る
が
、
未
詳
。

○
心
は
畫

師

の
如
（
し
）

能
く
世
間
の
種
種
の
色

ヱ

（
平
）

（
返
）

（
返
）

を
畫
す
る
か
故
に
。
（
八
オ
５
、
・
ヱ
‐
・
（
・
ヱ
シ
・
）
）

○
心
（
は
）
僮
―
僕

［
イ
、

僮

僕
］
（
の
）
如
（
し
）

諸
煩

ホ
ク

ヤ
ツ
コ

（
返
）

惱

の
爲
に

策

―

役

セ

＊
所

ル

シ
ヤ
ク

ヤ
ク

ラ

（
返
）

（
入
）
（
一
）

（
入
）
（
返
）

（
二
）

（
る
）
か
故
（
に
）
（
八
ウ
１
、
・
‐
ボ
ク
・
（
・
ヅ
ウ
ボ
ク
・
）
・
や

つ
こ
・
シ
ヤ
ク
ヤ
ク
す
・
ら
る
・
）

＊
「
所
」

右
傍
仮
名
「
セ
ラ
ル
」
、
便
宜
上
「
セ
」
は
「
役
」
字
に
つ
け
て
翻
字

し
た
。

○
心
（
は
）
國
王

（
の
）

＊
如
（
し
）

種
種
の
事

を
起オ

コ

（
返
）

（
返
）

21

ス
に
自
在

を
得
（
る
か
）
故
（
に
）
。
（
八
ウ
２
、
・
お
こ
す
・
）

（
返
）

＊
「
如
」

右
下
に
ヲ
コ
ト
点
ら
し
き
符
号
が
あ
る
が
、
未
詳
。

○
心
（
は
）
怨
家

の
如
（
し
）

能
（
く
）
自
身
を
し
て
大
苦

（
返
）

（
返
）

を
受

ケ
令

（
む
る
）
カ
故
（
に
）
。
（
八
ウ
３
、
・
う
く
・

ウ

（
一
）

（
二
）

が
・
）

○
心
（
は
）
埃

塵

［
イ
、
埃
塵
］
（
の
）
如
（
し
）

ア
イ

チ
リ

（
去
）

（
上
）
（
返
）

自
身

を
坌

―
汚
し
て
［
イ
、
坌

汚

］
雜
穢

フ
ン

ワ

ケ
カ
ス

（
返
）

（
去
）

（
返
）

22

を
生
す
る
か
故
（
に
）
。
（
八
ウ
４
、
・
ア
イ
‐
・
（
・
ア
イ
ヂ
ン
・
）

・
ち
り
・
フ
ン
ワ
す
・
（
・
ボ
ン
ウ
す
・
）
・
け
が
す
・
）

○
心
（
は
）
影

像

［
イ
、
影

像

］
の
如
（
し
）

无
常

ヤ
ウ

カ
ケ

カ
タ
チ

（
平
）

（
返
）

の
法

に
於
て
執
し
て
常

と
爲
る
か
故
（
に
）
。
（
八
ウ
４
、

す

（
返
）

（
返
）

・
ヤ
ウ
‐
・
（
・
ヤ
ウ
ザ
ウ
・
）
・
か
げ
・
か
た
ち
・
）

○
心
（
は
）
夜
叉

の
如
（
し
）

能
（
く
）
種
種
（
の
）
功
德

（
返
）

法

を
噉
フ
（
か
）
故
（
に
）
。
（
九
オ
１
、
・
く
ら
ふ
・
）

ク
ラ

（
返
）

○
心
は
青

―
蠅

［

イ
、
青
蠅
］
（
の
）
如
（
し
）

ヨ
ウ

ア
ヲ

ハ
ヘ

（
去
）

（
上
）
（
返
）

穢
惡

を
好
ム
カ
故
（
に
）
。
（
九
オ
１
、
・
‐
ヨ
ウ
・
（
・
シ

コ
ノ

（
返
）

ヤ
ウ
ヨ
ウ
・
）
・
あ
を
・
は
へ
・
こ
の
む
・
が
・
）

○
心
（
は
）

敵

對

［
イ
、
敵
對
］
の
如
（
し
）

常
に
過

「
チ
ヤ
ク
」
「
タ
イ
」

ア
タ

ト
カ

（
返
）

（
返
）

を

伺

フ
か
故
に
。
（
九
オ
２
、
・
ヂ
ヤ
ク
タ
イ
・
あ
た
・
と
が
・
う
か

ウ
カ
ヽ
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が
ふ
・
）

○
心
（
は
）
盜

―
賊

［
イ
、
盜
賊
］
（
の
）
如
（
し
）

タ
ウ

ソ
ク

ヌ
ス
ヒ
ト

（
去
）

（
返
）

功
德

を
竊
ム
カ
故
（
に
）
。
（
九
オ
３
、
・
ダ
ウ
ゾ
ク
・
ぬ
す
び

ヌ
ス

か

（
返
）

と
・
ぬ
す
む
・
が
・
）

○
＊
心
は
大
鼓

の
如
（
し
）

鬪

戰

を
起
（
す
）
か

「
ト
ウ
」
「
セ
ン
」

（
返
）

（
返
）

故
（
に
）
。
（
九
オ
３
・
ト
ウ
セ
ン
・
（
・
ツ
セ
ン
・
）
）

＊
「
心
」

「
に
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
抹
消
。

○
心
（
は
）
飛

―
蛾

［
イ
、
飛

蛾

］
（
の
）
如
（
し
）

ヒ

カ

ト
フ
ヒ
ヽ
ル

（
平
）

（
平
）
（
返
）

燈
―
色

［
イ
、

燈

色
］
を
愛
（
す
る
か
）
故
（
に
）
。
（
九

ト
モ
シ
ヒ

（
返
）

オ
４
、
・
ヒ
ガ
・
と
ぶ
・
ひ
ひ
る
・
と
も
し
び
・
）

○
心
（
は
）
＊
野

鹿

（
の
）
如
（
し
）

僻
―

ヤ

ロ
ク

（
上
）

（
入
）
（
返
）

23

聲

を

逐

フ
（
る
）
か
故
（
に
）
。
（
九
オ
４
、
・
ヤ
ロ
ク
・
し
た

シ
タ
カ

（
返
）

が
ふ
・
）

＊
「
野
」

去
声
点
を
抹
消
。

○
心
は
群
―

豬

（
の
）
如
（
し
）

雜
穢

を
樂

チ
ヨ

ネ
カ

（
平
）
（
返
）

（
返
）

24

フ
（
か
）
故
（
に
）
。
（
九
オ
５
、
・
‐
チ
ヨ
・
（
・
グ
ン
チ
ヨ
・
）
・

ね
が
ふ
・
）

○
心
（
は
）
衆

蜂

［
イ
、
衆
蜂
］
（
の
）
如
（
し
）

「
ホ
ウ
」

ハ
チ

（
去
）

（
返
）

蜜
＊
味

を

集

ル
か
故
（
に
）
。
（
九
オ
５
、
・
‐
ホ
ウ
・
（
・
シ

ア
ツ
マ

（
返
）

ユ
フ
・
）
・
は
ち
・
あ
つ
ま
る
・
）

＊
「
味
」

「
に
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
擦
り
消
し
た
跡
あ
り
。

○
心
（
は
）
醉
象

（
の
）
如
（
し
）

牝

觸

［
イ
、
牝

ヒ
ム

メ

（
返
）

（
平
）

（
返
）

25

觸
］
に
耽
ル
（
か
）
故
（
に
）
。
（
九
ウ
１
、
・
ビ
ム
‐
・
（
・
ビ
ン
ソ

フ
ケ

ク
・
）
・
め
・
ふ
け
る
・
）

○
諸
法
の
中

に
於
て
求
ム
ル
に
得
可
（
か
ら
）
不
。
（
九
ウ
２
、

モ
ト

ヘ

す

（
返
）

・
も
と
む
・
べ
し
・
）

○
緣
自
性

无
く

心
性
本
空
シ
。
（
九
ウ
４
、
・
も
と
・
む
な
し

モ
ト

ム
ナ

（
返
）

・
）

○
一

に
不
ス

異

に
不
（
す
）

（
九
ウ
５
、
・
あ
ら
ず

ア
ラ

（
返
）

（
返
）

・
）

○
是

（
の
）
如
（
き
）
心
等
・
无
爲

に
異
ナ
ラ
不
（
一

コ
ト

す

（
返
）

（
返
）

〇
オ
２
、
・
こ
と
な
り
・
）

○
心
法

に
非
サ
ル
者

亦
（
た
）
説
（
く
）
可
（
か
ら
）
不
。

ア
ラ

モ
ノ

す

（
返
）

（
一
〇
オ
３
、
・
あ
ら
ず
・
も
の
・
）

○
何
を
以
（
て
）
の
故
に

若
（
し
）
・
无
爲
是
レ
心
ナ
ラ
ハ
即
（
ち
）

コ

斷
見

と
名
く
（
一
〇
オ
４
、
・
こ
れ
・
な
り
・
ば
・
）

（
返
）

○
若
（
し
）
心
法

を
＊
離
（
り
）
セ
ハ
即
（
ち
）
常
見

（
返
）

（
返
）

に
名
く
（
一
〇
オ
４
、
・
き
・
ば
・
）

＊
「
離
」

左
下
の
符
号
を
擦
り
消
し
た
跡
あ
り
。
右
傍
仮
名
の
右
上
に
擦
り
消
し

の
跡
あ
り
。

○
永
（
く
）
二
相

を
離
レ
て
二
邊
に
著
（
せ
）
不
。
（
一
〇
オ

ハ
ナ

す

（
返
）

５
、
・
は
な
る
・
）

○
是

（
の
）
如
く

＊
悟
ル
者
を
眞
諦
を
見
（
る
）
と
名
く
。

サ
ト

モ
ノ

（
返
）

26

（
一
〇
オ
５
、
・
さ
と
る
・
も
の
・
）

＊
「
悟
」

「
る
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
抹
消
。

○
一
切
の
賢
聖
・
性
本
（
り
）
空
寂
の
无
爲
の
法
の
中
に
戒
持

27

犯

无
く

亦
（
た
）

大
小

无
く

心
王
及
（
ひ
）
心

「
□
ム
」

（
返
）

（
返
）

28

所
の
法

有
（
る
）
无
く

苦

无
く

樂

无
し
（
一

（
返
）

（
返
）

（
返
）
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〇
ウ
１
、
・
‐
ボ
ム
・
（
・
ヂ
ボ
ム
・
）
）

○
是

（
の
）
如
（
く
）
法
界
は
自
性
・
垢

无
く

上
中

ア
カ

（
返
）

（
返
）

下
の
差
別
の
［
之
］
相
无
し
［
イ
、

无
く
］
。
（
一
〇
ウ
３
、
・
あ
か

29

・
）

○
何
を
以
（
て
）
の
故
に
・
是
レ
无
爲
の
法
は
性
平
等
（
な
る
か
）

コ

故
な
り
。
（
一
〇
ウ
４
、
・
こ
れ
・
）

○
衆
の
河

水
海
の
中

に
流
―
入
シ
ヌ
レ
ハ

盡

ク

コ
ト
／
＼

く

（
去
濁
）

（
返
）

30

＿
同
く
一
味
に
し
て
別
相

无

（
き
）
か
如

キ

（
一
）
（
返
）

（
二
）

（
三
）

（
か
）
故
に
。
（
一
〇
ウ
５
、
・
‐
‐
す
・
（
・
ル
ニ
フ
す
・
）
・
ぬ
・

ば
・
こ
と
ご
と
く
・
ご
と
し
・
）

○
此
の
无
垢
の
性
は
是
は
无
等
等
な
り
・
［
於
］
我
（
音
）
（
平
）
（
返
）

を
遠
離
し
及
（
ひ
）
我

所
を
離
レ
タ
リ
。
（
一
一
オ
１
、
・
は
な

ハ
ナ

（
音
）

る
・
た
り
・
）

○
若
（
し
）
善
男
子
善
女
人

有
（
り
）
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩

（
返
）

＊
提

を
求

（
め
む
）
と
欲

ハ
ン
者
は

當
に

オ
モ

モ
ノ

（
二
）
（
返
）

（
二
）

（
三
）

一
心
に
是

（
の
）
如
キ
心
地
觀
の
法

を
修
習

す
應

（
返
）

（
一
）

（
二
）

（
三
）

し
（
一
一
オ
５
、
・
お
も
ふ
・
む
・
も
の
・
ご
と
し
・
）

＊
「
提
」

二
点
、
マ
マ
。

○
爾
（
の
）
時
世
尊
・
重
て
・
此
の
義

を
宣
ヘ
ン
ト
欲
シ
テ
［
而
］

ノ

オ
ホ

（
返
）

＊
偈

を
説
（
き
）
て

言

ハ
ク
（
一
一
ウ
２
、
・
の
ぶ
・
む
・
と

ノ
タ
マ

（
返
）

・
お
ぼ
す
・
て
・
の
た
ま
は
く
・
）

＊
「
偈
」

擦
れ
あ
り
。
ヲ
コ
ト
点
「
に
」
を
擦
り
消
し
た
か
。

○
三
世
覺
母
妙
吉
祥
・
如
來
に
心
地
法
を
請
―
問
シ
タ
テ
マ
ツ
ル
。

（
一
一
ウ
４
、
・
‐
‐
す
・
（
・
シ
ヤ
ウ
モ
ン
す
・
）
・
た
て
ま
つ
る

・
）

○
此
（
の
）
法
は
遇

ヒ
難
キ
（
こ
）
ト
優
曇

に
過
（
き
）

ア

カ
タ

（
返
）

（
返
）

タ
リ
（
一
二
オ
１
、
・
あ
ふ
・
か
た
し
・
こ
と
・
た
り
・
）

○
十
方
の
諸
佛
の
大
覺

を
證
シ
タ
マ
ヘ
ル

此
の
法

＊
從ヨ

（
返
）

（
返
）

リ
シ
テ
修
―
成

セ
不

と
イ
フ
コ
ト
无

し
。
（
一
二

す

（
一
）

（
二
）

（
三
）

オ
２
、
・
‐
す
・
（
・
シ
ヨ
ウ
す
・
）
・
た
ま
ふ
・
り
・
よ
り
・
す
・

て
・
‐
‐
す
・
（
・
シ
ユ
ジ
ヤ
ウ
す
・
）
・
い
ふ
・
こ
と
・
）

＊
「
從
」

底
本
に
は
「
ヨ
リ
リ
シ
テ
」
と
あ
る
が
、
未
詳
。

○
我
是
レ
无
上
調
御
師
と
し
て

正
法
輪

を
轉
し
て
世
界

ワ
レ

コ

（
返
）

（
返
）

に
周

し
无
量
の
諸
の
衆
生

を
化
度
す
る
こ
と

當
に

（
去
）

（
返
）

31

知

（
る
）
［
當
］

（
し
）

心
地
觀
を
悟
レ
ル
［
イ
、
悟

サ
ト

る

サ
ト

（
返
）

（
再
讀
）

ル
］
に
由
（
り
）
て
な
り
。
（
一
二
オ
３
、
・
わ
れ
・
こ
れ
・
さ
と
る

・
り
・
さ
と
る
・
）

○
一
切
有
情
（
の
）
此
の
法

を
＊

蒙

ル
は
菩
提

に
欣

カ
ウ
フ

コ
ン

（
返
）

（
返
）

（
平
）

―
趣
し
授
記
を
得
。
（
一
二
オ
５
、
・
か
う
ぶ
る
・
コ
ン
‐
す
・
（
・

ウ

コ
ン
ス
す
・
）
・
う
・
）

＊
「
蒙
」

「
て
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
擦
り
消
し
た
跡
あ
り
。

○
一
切
有
緣
・
得
記
の
人
・
此
の
觀
門

を
修
し
て
當
に
佛
に
作ナ

（
返
）

ル
［
當
］

し
。
（
一
二
ウ
１
、
・
な
る
・
）

（
再
讀
）

○
諸
佛
の

自

ラ
大
法
樂

を
受
（
く
）
る

心
地
觀
の
妙
寶
宮

ミ
ツ
カ

（
返
）

に
住
す
。
（
一
二
ウ
２
、
・
み
づ
か
ら
・
）

○
受

職

の
菩
薩
の
无
生

を

＊
悟
ル

心
地
門

を
觀

「
シ
キ
」

サ
ト

（
返
）

（
返
）

32

し
て
法
界
に
遍
す
。
（
一
二
ウ
３
、
・
‐
シ
キ
・
（
・
ズ
シ
キ
・
）
・
さ

と
る
・
）

58



＊
「
悟
」

「
る
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
擦
り
消
し
た
跡
あ
り
。

○
此
の
法
は
能
（
く
）
七
聖
財
を
＊
雨
ル
。
衆
生
の
願

を
＊
滿

フ

ミ

（
返
）

ツ
ル
摩
尼
寶
な
り
。
（
一
二
ウ
５
、
・
ふ
る
・
み
つ
・
）

＊
「
雨
」

「
る
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
擦
り
消
し
た
跡
あ
り
。

＊
「
滿
」

「
る
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
擦
り
消
し
た
跡
あ
り
。

○
此
（
の
）
法
を
は
名
（
け
）
て
金
剛
甲

と
爲

能
く
四
衆
の

す

（
返
）

諸
の
魔
＊
軍
を

敵

す
。
（
一
三
オ
２
、
・
ヂ
ヤ
ク
す
・
）

チ
ヤ
ク

33

＊
「
軍
」

「
に
」
点
及
び
左
傍
に
擦
り
消
し
た
跡
あ
り
。

○
此
（
の
）
法
は
能
（
く
）
＊
大
＊
舟

航

作
リ
。
中

シ
ウ

カ
ウ

タ

（
平
）

（
去
）

34

流

を
渡
リ
て
寶
所

に
至

ラ
＊
令

む
。
（
一
三

ワ
タ

イ
タ

（
返
）

（
一
）

（
二
）

（
二
）

オ
３
、
・
‐
シ
ウ
カ
ウ
・
（
・
ダ
イ
シ
ユ
ガ
ウ
・
）
・
た
り
・
わ
た
る

・
い
た
る
・
）

＊
「
大
」

中
央
に
斜
線
あ
る
が
、
未
詳
。

＊
「
舟
」

右
傍
仮
名
「
シ
ウ
」
の
下
に
角
筆
仮
名
あ
る
か
。

＊
「
令
」

二
点
、
マ
マ
。

○
此
（
の
）
法
は
最
勝
の
大
法

鼓

な
り
・
（
一
三
オ
４
、
・
‐
‐

「
コ
」

35

コ
・
（
・
ダ
イ
ホ
フ
ク
・
）
）

○
此
（
の
）
法
は
金
剛
大
法

＊
螺

な
り
・
（
一
三
オ
５
、
・

ラ

（
上
）

36

‐
‐
ラ
・
（
・
ダ
イ
ホ
フ
ラ
・
）
）

＊
「
螺
」

右
傍
仮
名
「
ラ
」
の
下
に
角
筆
仮
名
あ
る
か
。

○
此
（
の
）
法
は
世

を

＊
照
ス
大
法
炬

［
イ
、

炬

］

テ
ラ

す

コ

ト
モ
シ
ヒ

（
返
）

（
上
）

37

な
り
。
（
一
三
オ
５
、
・
て
ら
す
・
‐
‐
コ
・
（
・
ダ
イ
ホ
フ
ゴ
・
）
・

と
も
し
び
・
）

＊
「
照
」

右
傍
仮
名
「
テ
ラ
ス
」
の
下
に
角
筆
仮
名
あ
る
か
。

○
此
（
の
）
法
は
猶
（
ほ
）
大
聖

主
の
如
し
。
功

を

賞
シ
ヤ
ウ

（
返
）

（
上
）

38
39

し
過
を
罰

ス
ル
コ
ト
人
の
心
に

順

フ
。［
イ
、
此
（
の
）
法
（
は
）

ト
カ

ハ
チ

シ
タ
カ

（
入
）

猶
（
ほ
）
大
聖
主
（
の
）
功
（
を
）
賞
（
し
）
過
（
を
）
罰
（
す
る

こ
と
）
人
（
の
）
心

（
に
）
順

（
ふ
か
）
如

（
し
）
］

（
一
）

（
二
）

（
三
）

（
一
三
ウ
１
、
・
シ
ヤ
ウ
す
・
と
が
・
バ
チ
す
・
（
・
ボ
チ
す
・
）
・

こ
と
・
し
た
が
ふ
・
）

○
此
（
の
）
法
は
猶
（
ほ
）
沃

潤

の
田

の
如
（
し
）

オ
ク

ニ
ン

（
入
）

（
平
）

（
返
）

生

成

長
養

＊
時

候

（
に
）

「
コ
ウ
」

（
去
）

（
上
濁
）

（
去
濁
）

（
平
）
（
一
）

40

依

る
。
（
一
三
ウ
２
、
・
オ
ク
ニ
ン
・
‐
コ
ウ
・
（
・
ジ
グ
・
）
）

（
二
）

＊
「
時
」

右
傍
に
角
筆
仮
名
あ
る
か
。

○
我
衆
の

喩

を
以
て
空
の
義

を
明
す
（
一
三
ウ
３
、
・

タ
ト
ヒ

ア
カ

（
返
）

（
返
）

た
と
ひ
・
あ
か
す
・
）

○
是
に
知
リ
ヌ
・
三
界
は
唯
し
一
心
な
り
。
（
一
三
ウ
３
、
・
こ
こ
・

コ
ヽ

シ

し
る
・
ぬ
・
）

○
自
在
に
能
く

爲

ス
［
イ
、
爲
る
］
變
化
の
主
な
り
。
（
一

ナ

す

す

（
上
）

41

三
ウ
４
、
・
な
す
・
）

○
妄
業

に
依
止
し
て
世
間
の

愛
非
愛
の
果

有
（
り
）

ア
イ

（
返
）

（
返
）

42

て
恆
に
相
續
す
。
（
一
四
オ
１
、
・
ア
イ
・
つ
ね
に
・
）

ツ
ネ

○
心
は
流
水

の
如
し

蹔

ク
も
住
セ
不
。
（
一
四
オ
２
、
・
し

シ
ハ
ラ

す

（
返
）

ば
ら
く
・
‐
す
・
（
・
ヂ
ユ
ウ
す
・
）
）

○
心
（
は
）
飄

風

の
如
（
し
）

國
土
を
過
す
。
（
一
四

ヘ
ウ

ス
ク

（
去
）

（
返
）

オ
２
、
・
へ
ウ
‐
・
（
・
ベ
ウ
フ
ウ
・
）
・
す
ぐ
す
・
）

○
亦
は

猿

―

猴

の
樹

に
依
（
り
）
て
＊

戲

ル
ヽ
か

「
ヱ
ン
」

「
コ
ウ
」

タ
ハ
フ

（
返
）

（
返
）

如
し
（
一
四
オ
３
、
・
ヱ
ン
コ
ウ
・
（
・
ヲ
ン
グ
・
）
・
た
は
ぶ
る
・
）

59



＊
「
戲
」

左
傍
に
角
筆
仮
名
あ
る
か
。

○
空
の

飛

鳥
［
イ
、
飛
鳥
］
の
尋

ヌ
ル
所
无
（
き
）
か
如
し

「
ヒ
」

ト
フ

ト
リ

タ
ツ

（
返
）

（
一
四
オ
４
、
・
ヒ
‐
・
（
・
ヒ
テ
ウ
・
）
・
と
ぶ
・
と
り
・
た
づ
ぬ

・
）

○
空
（
の
）
聚
落
の
人
奔
リ
走
ル
カ
如
（
し
）
。
（
一
四
オ
４
、
・
は

ハ
シ

ハ
シ

か

し
る
・
は
し
る
・
が
・
）

○
是

（
の
）
如
キ
心
法
・
本
有
に
非
す
。
（
一
四
オ
５
、
・
ご
と

（
返
）

し
・
）

○
凡
夫
の
執
・
迷
ヒ
て
无

に
非
す
と
謂
フ
。
（
一
四
オ
５
、
・
ま

マ
ト

オ
モ

（
音
）

ど
ふ
・
お
も
ふ
・
）

○
若
（
し
）
能
く
心
の
體
性
空

な
り
と
觀
ス
レ
は

惑
障
生

（
返
）

（
返
）

セ
不
し
て

便

チ
解
脱
シ
ヌ
。
（
一
四
ウ
１
、
・
‐
す
・
（
・
ク
ワ
ン
ず

ス
ナ
ハ

・
）
・
‐
す
・
（
・
シ
ヤ
ウ
ず
・
）
・
す
な
は
ち
・
‐
‐
す
・
（
・
ゲ
ダ

ツ
す
・
）
・
ぬ
・
）

○
爾
（
の
）
時
如
來
・
諸
の
衆
生

に
於
て
大
悲
心

を
起オ

コ

（
返
）

（
返
）

シ
タ
マ
フ
（
こ
）
ト
猶
（
ほ
）
父
母
の
一
子

を
愛
念
す
る
か
如

（
返
）

（
く
）
し
て

世
間
の
大
力
の
邪
見

を
滅
し
一
切
有
情

（
返
）

（
一
）
（
返
）

を
利
―
益
安
―
樂

セ
ン
カ
爲

に

觀
心
陀
羅
尼

を

タ
メ

（
二
）

（
三
）

（
返
）

宣
説
シ
タ
マ
フ
（
て
）
＊
曰
ハ
ク
・
（
一
四
ウ
２
、
・
お
こ
す
・
た
ま

イ

ふ
・
こ
と
・
‐
‐
す
・
（
・
ア
ン
ラ
ク
す
・
）
・
む
・
が
・
た
め
・
‐

‐
す
・
（
・
セ
ン
セ
チ
す
・
）
・
た
ま
ふ
・
い
は
く
・
）

＊
「
曰
」

「
は
」
の
ヲ
コ
ト
点
あ
る
か
。

○
爾
（
の
）
時
に
如
來

眞
言

を
説
キ
已
（
り
）
て
文
殊
師
利

ト

（
返
）

菩
薩
摩
訶
薩

に
告
ケ
タ
マ
ハ
ク

是

（
の
）
如
（
き
）

ツ

（
返
）

（
返
）

神
呪
は
大
威
力

を
具
せ
り
（
一
五
オ
１
、
・
と
く
・
つ
ぐ
・
た

（
返
）

ま
は
く
・
）

○
若
（
し
）
善
男
子
善
女
人

有
（
り
）
て
是
の
呪

を
持

（
返
）

（
返
）

セ
ン
時
に
は
清
淨
の
手
を
擧
ケ
ヨ
。
（
一
五
オ
２
、
・
‐
す
・
（
・
ヂ

ア

す
・
）
・
む
・
あ
ぐ
・
）

○
左
右
十
指

＊
更

―
互
に
相

叉
ヘ
ヨ
。
（
一
五
オ
３
、
・

コ

ア
ヒ

ア
サ

（
去
）

43

44

‐
ゴ
・
（
・
キ
ヤ
ウ
ゴ
・
）
・
あ
ひ
あ
ざ
ふ
・
）

＊
「
更
」

右
傍
に
「
終
」
と
あ
り
。

○
右

を
以
（
て
）
左
を
押
セ
。
（
一
五
オ
３
、
・
お
す
・
）

オ

（
返
）

○
更
ニ
相
堅
ク
握
ル
コ
ト
縛
著
の
形
の
如
（
く
）
セ
ヨ
。（
一
五
オ
４
、

サ
ラ

に

ア
ヒ

カ
タ

ニ
キ

・
さ
ら
に
・
あ
ひ
か
た
し
・
に
ぎ
る
・
こ
と
・
す
・
）

○
此
の
印

を
成
し
已
（
り
）
て
前
の
眞
言

を
習
セ
ヨ
（
一

（
返
）

（
返
）

五
オ
４
、
・
‐
す
・
（
・
ジ
フ
す
・
）
）

○
一
遍

を

盈

滿

セ
ハ
［
於
］
十
二
部
經

ヤ
フ

（
返
）

（
去
）

（
上
）

（
一
）
（
返
）

45

を
讀
―
念

す
る
に
勝

レ
タ
リ
。
（
一
五
オ
５
、
・
ヤ
フ
‐

ス
ク

（
二
）

（
三
）

す
・
（
・
ヤ
ウ
マ
ン
す
・
）
・
ば
・
す
ぐ
る
・
た
り
・
）

○
所
獲
の
功
德
・
限
―
量
有
ル
（
こ
）
ト
无
し
。
（
一
五
ウ
１
、
・
あ

ア

り
・
こ
と
・
）

○
乃
至
（
し
）
菩
提
マ
テ
・
復
（
た
）
退
轉
（
せ
）
不
（
一
五
ウ
１
、

す

・
ま
で
・
）

○

爾
（
の
）
時
（
に
）
薄
伽
梵

已
に
能
く
善
く
一
切
如

來
の

46

灌
頂
（
の
）
寶
冠
の
三

界

（
に
）
超
過
セ
ル
ヲ
獲

已
に

（
返
）

47

陀
羅
尼
自
在

を
＊
圓
滿
す
る
こ
と
得

已
に
善
く
三
摩
地
自
在

（
返
）

を
圓
證
し

妙
に
善
く
一
切
智
智
一
切
種
智

を
成

（
返
）

（
返
）

48
49
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＊
就
し

能
（
く
）
有
情
の
種
種
の
差
別

を
作
ス
。
（
一
五
ウ

ナ

（
返
）

４
、
・
‐
‐
す
・
（
・
テ
ウ
ク
ワ
す
・
）
・
り
・
を
・
な
す
・
）

＊
「
圓
」

「
こ
と
」
点
と
中
黒
点
を
擦
り
消
し
た
跡
あ
り
。

＊
「
就
」

左
下
に
朱
の
縦
線
が
あ
る
が
、
未
詳
。

○
時
に
薄
伽
梵
・
諸
の
衆
生

の
爲
に
觀
心
妙
法
門

を
宣

（
返
）

（
返
）

説
シ
タ
マ
フ
コ
ト
已
（
り
）
て

文
殊
師
利
菩
薩
摩
訶
薩

に
告

（
返
）

（
け
）
て

言

ハ
ク

大
善
男
子
・
我
衆
生

の
爲
に
已
に
心
地

ノ
タ
マ

ワ
レ

（
返
）

（
返
）

を
説
イ
ツ
（
一
六
オ
２
、
・
‐
‐
す
・
（
・
セ
ン
セ
チ
す
・
）
・
た
ま

ト

ふ
・
こ
と
・
の
た
ま
は
く
・
わ
れ
・
と
く
・
つ
・
）

○
亦
復
（
た
）
當
に
發
菩
提
心
大
陀
羅
尼

を
説
（
き
）
て

諸

（
返
）

の
有
情
を
し
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
の
心

を
發
シ

速
に

オ
コ

（
返
）

50

・
妙
果
を

圓

に
セ
＊
令

ム
［
當
］

し
。
（
一

マ
ト
カ

シ

（
一
）

（
二
）

（
再
讀
）
（
三
）

六
オ
４
、
・
お
こ
す
・
ま
ど
か
な
り
・
す
・
し
む
・
）

＊
「
令
」

右
傍
仮
名
「
セ
シ
ム
」
、
便
宜
上
「
セ
」
は
「
圓
」
字
に
つ
け
て
翻
字

し
た
。

○
爾
（
の
）
時
文
殊
師
利
菩
薩
・
佛

（
に
）
白
（
し
て
）
言
（
さ

（
返
）

く
）
・
世
尊
・
佛
の
説

（
き
）
タ
マ
フ
所
の
＊
如
キ
過
去
・
已

（
返
）

に
滅
す

未
來
至

（
ら
）
未

現
在
住

（
せ
）
不
（
一

す

す

（
返
）

（
返
）

六
ウ
１
、
・
た
ま
ふ
・
ご
と
し
・
）

＊
「
如
」

右
傍
仮
名
「
キ
」
の
下
に
角
筆
仮
名
あ
る
か
。

○
彼
の
菩
提
心
・
何

を
説
イ
テ
か

＊
發

を
名
（
く
）

ト

（
返
）

（
返
）

51

る
。
（
一
六
ウ
４
、
・
と
く
・
て
・
）

＊
「
發
」

「
發
」
字
の
下
、
「
心
」
字
を
見
せ
消
ち
。

○
善
（
き
）
哉
世
尊

願
（
は
）
く
は

爲
に
・
解
脱
し
て
諸
の
疑

52

網

を
斷
チ
て
菩
提
に

趣

カ

＊
令
（
め
た
）
マ
ヘ
［
イ
、
令

タ

オ
モ
ム

か

シ

（
返
）

53

メ
タ
マ
フ
］
［
イ
、
令
メ
（
よ
）
］
。
（
一
六
ウ
４
、
・
た
つ
・
お
も
む

シ

く
・
た
ま
ふ
・
し
む
・
た
ま
ふ
・
し
む
・
）

＊
「
令
」

左
傍
仮
名
「
シ
メ
」
の
下
に
擦
り
消
し
た
跡
あ
り
。

○
六
十
二
見
種
種
（
の
）
見

を
除

―
斷
セ
ン
ト
欲オ

モ

（
一
）
（
返
）

（
二
）

（
三
）

フ
か
爲

の
故
に
。
（
一
七
オ
１
、
・
‐
‐
す
・
（
・
ヂ
ヨ
ダ
ン
す

（
四
）

・
）
・
む
・
と
・
お
も
ふ
・
）

○
心
心
所
の
法
を

我

・
説
（
き
）
て
空
と
爲
。
（
一
七
オ
２
、
・
わ

（
わ
）
レ

す

れ
・
）

○
譬
は
叢
林
の
蒙

密
に
［
イ
、
蒙

密

］
茂

―

盛

ソ
ウ

ム

キ
ヒ
シ
ク

ム

（
平
）

（
去
濁
）

54

55

ナ
ル
ヲ
モ
テ
［
イ
、
茂

盛

］

師
子
・
白
象
・
虎
・
＊
狼
・
惡
獸

も

て

モ
ク

サ
カ
リ
ナ
リ

・
其
の
中

に
潛

―
住
し
て
［
イ
、

潛

住
］

毒
―
發
し

セ
ン

カ
ク
レ

ス
ム

（
返
）

（
平
）

て
人

を
害
し

迥

ニ
行
く
跡

ヲ
絶
ツ

時
に
・
智
者

ハ
ル
カ

に

ア
ト

を

タ

（
返
）

（
返
）

（
返
）

有
（
り
）
て
火

を
以
て

林

を

燒
（
く
）

林
空

ハ
ヤ
シ

ム
ナ

（
返
）

（
返
）

（
返
）

56

シ
キ
に
因
ル
か
故
に
諸
の
大
惡
獸
復
（
た
）
遺

―

餘
（
あ

ヨ

ユ
イ

（
平
）

57

る
）
こ
と
［
イ
、

遺

餘
］
无

キ
［
イ
、
无
カ
ル
ラ
ン
］

ノ
コ
リ

ナ

（
上
）
（
二
）

か
如

し
。
（
一
七
オ
３
、
・
ソ
ウ
‐
・
（
・
ズ
リ
ム
・
）
・

（
下
）
（
三
）

ム
‐
な
り
・
（
・
ム
ミ
ツ
な
り
・
）
・
き
び
し
・
ム
‐
な
り
・
（
・
ム

ジ
ヤ
ウ
な
り
・
）
・
を
・
も
て
・
（
・
も
ち
て
・
）
・
も
し
・
さ
か
り

な
り
・
セ
ン
‐
す
・
（
・
ゼ
ム
ヂ
ユ
ウ
す
・
）
・
か
く
る
・
す
む
・
は

る
か
な
り
・
あ
と
・
を
・
た
つ
・
は
や
し
・
む
な
し
・
よ
る
・
ユ
イ

‐
・
（
・
ユ
イ
ヨ
・
）
・
の
こ
り
・
な
し
・
な
し
・
ら
む
・
）

＊
「
狼
」

右
傍
に
角
筆
仮
名
あ
る
か
。

○
又
（
た
）
善
男
子
・
何
の
因
緣

を
以
（
て
）
か
空
の
義

（
返
）

（
返
）

61



を
立
ツ
ル

邪
。
（
一
七
ウ
１
、
・
た
つ
・
や
・
）

タ

る

ヤ

58

○
煩
惱

を
滅
セ
ン
か
爲
に

妄
心
の
生

（
す
る
）
に

從

テ

シ
タ
カ

て

（
返
）

（
返
）

59

［
而
］

是
レ
空
な
り
と
説
く
。
（
一
七
ウ
２
、
・
‐
す
・
（
・
メ
ツ
す

コ

60

・
）
・
む
・
し
た
が
ふ
・
て
・
こ
れ
・
）

○
善
男
子

若
（
し
）
空
の
理

を
執
し
て
究
竟

と
爲
る
者

す

モ
ノ

（
返
）

（
返
）

は

空
の
性
も
亦
（
た
）

空
ナ
ル
に
空

を
執
し
て
病

を
作ナ

（
返
）

（
返
）

61

ス
（
一
七
ウ
２
、
・
も
の
・
な
り
・
な
す
・
）

○
何
（
を
）
以
（
て
の
）
故
に

若
（
し
）
空
の
義

を
執
し
て

（
返
）

究
竟

と
爲
ハ
［
者
］
諸
法
皆
（
な
）
空
（
に
）
し
て

因

セ

（
返
）

（
返
）

无
く
果
无
し
。
（
一
七
ウ
４
、
・
す
・
ば
・
）

○
路

伽

邪

陀

（
と
）
何
の
差
別
か
有
（
ら
）

ロ

カ

ヤ

タ

（
去
）

（
上
）

（
上
）

（
上
濁
）

む
。
（
一
七
ウ
５
、
・
ロ
カ
ヤ
ダ
・
（
・
ル
ギ
ヤ
ヤ
ダ
・
）
）

○
善
男
子

阿

伽

陀

藥

の
如
（
く
）
能
（
く
）

（
去
）

（
上
）

（
上
濁
）

（
返
）

諸
の
病

を
療

す
（
一
七
ウ
５
、
・
レ
ウ
す
・
）

レ
ウ

（
返
）

（
去
）

○
若
（
し
）
病

有
る
者
は
之

を
服
（
せ
）
は
必

（
す
）
差

ヤ
マ
ヒ

モ
ノ

イ

（
返
）

（
返
）

（
訓
）

ユ
。
（
一
八
オ
１
、
・
や
ま
ひ
・
も
の
・
い
ゆ
・
）

○
其
（
の
）
病
・
既
に
＊
愈
エ
ヌ
レ
ハ
＊
藥
病

に
隨
（
ひ
）
て

イ

（
返
）

＊

除

ル
。
（
一
八
オ
１
、
・
い
ゆ
・
ぬ
・
ば
・
の
ぞ
こ
る
・
）

ノ
ソ
コ

＊
「
愈
」

「
は
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
擦
り
消
し
た
か
。

＊
「
薬
」

「
は
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
擦
り
消
し
た
か
。

＊
「
除
」

「
る
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
擦
り
消
し
た
跡
あ
り
。

○
病

无
（
き
）
に
藥

を
服
（
せ
）
は
藥
還
て
病
を
成
ス
。

ナ

す

（
返
）

（
返
）

（
一
八
オ
２
、
・
な
す
・
）

○
善
男
子

本
・
空
の

藥

を
設
ケ
シ
コ
ト
ハ

有
の
病

ク
ス
リ

マ
ウ

（
返
）

（
返
）

62

を

除
カ
ン
（
か
）
爲
な
り
（
一
八
オ
２
、
・
く
す
り
・
ま
う
く
・

ノ
ソ

63

き
・
こ
と
・
は
・
の
ぞ
く
・
む
・
）

○
有

を
執
し
て
病

を
成

セ
ハ
空

を

執

（
返
）

（
返
）

（
上
濁
）

（
返
）

64

セ
ン
も
亦
（
た
）
然
な
り
。
（
一
八
オ
３
、
・
‐
す
・
（
・
ジ
ヤ
ウ
す

・
）
・
ば
・
‐
す
・
（
・
シ
フ
す
・
）
・
む
・
）

○
誰
の
有
智
の
者
か
藥

を
服
（
し
）
て
病
を
取
ラ
ン
。
（
一
八

モ
ノ

ト

（
返
）

オ
４
、
・
も
の
・
と
る
・
む
・
）

○
善
男
子

若
（
し
）
有
の
見

を
起
サ
ン
は
空
の
見
を
起
（
さ

（
返
）

む
）
に
勝
レ
タ
リ
。
（
一
八
オ
４
、
・
お
こ
す
・
む
・
す
ぐ
る
・
た
り

ス
ク

・
）

○
空
ヲ
モ
テ
有
の
病
を
治
す
。
（
一
八
オ
５
、
・
を
・
も
て
・
（
・
も

ち
て
・
）
）

○
善
男
子

是
の
因
緣

を
以
（
て
）
［
於
］
空
の
藥

を
服

（
返
）

（
返
）

（
し
）
て
邪
見

を
除
キ
已
ナ
は

自

ラ
・
心

を
覺
―
悟

ノ
ソ

ヲ
ハ

ミ
ツ
カ

（
返
）

（
返
）

し
て
能
く
菩
提
を
發
セ
。
（
一
八
オ
５
、
・
の
ぞ
く
・
を
は
る
・
ぬ
・

み
づ
か
ら
・
お
こ
す
・
）

○
二
相
有
ル
（
こ
）
ト
无
（
し
）
。
（
一
八
ウ
２
、
・
あ
り
・
こ
と
・
）

ア

○
善
男
子
・
凡
夫
の
二

心
・
其
の
相
云
何
ニ
ソ
。
（
一
八
ウ
４
、
・

イ
カ

65

い
か
に
・
ぞ
・
）

○
一
（
は
）
［
者
］
眼
識
乃
至
（
し
）
意
識
・
同
く
自
＊
境
（
平
）
（
返
）

を

緣

ス
レ
ハ
自
悟
心

と
名
く
（
一
八
ウ
５
、
・
‐
す

（
上
）

（
返
）

66

・
（
・
エ
ン
す
・
）
・
ば
・
）

＊
「
境
」

右
傍
に
角
筆
仮
名
あ
る
か
。

○
二
（
は
）
［
者
］
［
於
］
五
根

を
離
（
れ
）
て
心
心
所
の
法
・

（
返
）

62



和
合
し
て
境

を
緣

ス
レ
は
自
悟
心
と
名
（
く
）
。
（
一

す

（
平
）
（
返
）

（
上
）

九
オ
１
、
・
‐
す
・
（
・
エ
ン
す
・
）
）

○
善
男
子

賢
聖
の
二
心
・
其
の
相
云
何
ニ
ソ
。
（
一
九
オ
２
、
・
い

イ
カ

か
に
・
ぞ
・
）

○
凡
夫
の
行
者
の
最
初
發
心
・
何
等
の
處

に
依
（
り
）
て
何
等

（
返
）

の
相
を
か
觀
セ
ン
ト
。
（
一
九
ウ
１
、
・
‐
す
・
（
・
ク
ワ
ン
ず
・
）
・

む
・
と
・
）

○
胸
臆
の
上

に
於
て
明
―
＊
朗

［
イ
、

明

朗

］
ニ
し

ン
ネ

ウ
ヘ

ラ
ウ

ア
キ
ラ
カ
ホ
カ
ラ
カ

（
返
）

（
上
）

て
［
而
］
住
す
（
一
九
ウ
３
、
・
ん
ね
・
う
へ
・
‐
ラ
ウ
な
り
・
（
・

ミ
ヤ
ウ
ラ
ウ
な
り
・
）
・
あ
き
ら
か
な
り
・
ほ
が
ら
か
な
り
・
）

＊
「
朗
」

右
傍
仮
名
「
ラ
ウ
」
の
下
に
角
筆
仮
名
あ
る
か
。

○
若
（
し
）
速
に
不
退
轉

を
得
む
と
欲
ハ
ン
者
ハ

阿
蘭

オ
モ

モ
ノ

は

ラ
ン

（
返
）

（
去
）

若
・
及
（
ひ
）
空
寂
の
室

［
イ
、

空

寂

室
］
に
在

ム
ナ
シ
ク
シ
ツ
カ
ナ
ル

ム
ロ

（
返
）

（
二
）

（
り
）
て
身

を
端
ク
シ

念

を
正
シ
ク
し
て

前
の
如
來

ナ
ホ

オ
モ
ヒ

タ
ヽ

サ
キ

（
返
）

（
返
）

金
剛
縛
印

を
結
（
ひ
）
て

目

を
冥
イ
テ
臆
の
中
の
明

ヒ
サ

ム
ネ

（
返
）

（
返
）

月

を
觀
―
察
し
て
是
の
思
惟

を
作
セ
（
一
九
ウ
３
、
・
お

ナ

（
返
）

（
返
）

も
ふ
・
む
・
も
の
・
は
・
‐
ラ
ン
‐
・
（
・
ア
ラ
ン
ニ
ヤ
・
）
・
む
な

し
・
し
づ
か
な
り
・
む
ろ
・
な
ほ
し
・
す
・
お
も
ひ
・
た
だ
し
・
さ

き
・
ひ
さ
ぐ
・
て
・
む
ね
・
な
す
・
）

○
塵

翳

染

す
る
こ
と
无
く

＊
妄
想
生

セ

チ
ン

エ
イ

（
去
）

（
上
）

（
返
）

（
返
）

不
（
二
〇
オ
２
、
・
ヂ
ン
エ
イ
・
（
・
ヂ
ン
ア
イ
・
）
・
‐
す
・
（
・

す

67
シ
ヤ
ウ
ず
・
）
）

＊
「
妄
」

右
傍
に
角
筆
仮
名
あ
る
か
。

○
能
（
く
）
衆
生
を
し
て
身
心
清
淨

ナ
ラ
令

（
め
）

（
一
）
（
返
）

（
二
）

大
菩
提
心
・
堅
固
に
し
て
退
（
か
）
不
。
（
二
〇
オ
３
、
・
‐
‐
な

す

り
・
（
・
シ
ヤ
ウ
ジ
ヤ
ウ
な
り
・
）
）

○
此
（
の
）
手

印

を
結
（
ひ
）
て

大
菩
提
心
（
の
）
微
妙

「
イ
ン
」

（
返
）

（
の
）
章
句
（
た
る
）
一
切
菩
薩
（
の
）
最
初
發
心
清
淨
眞
言
（
上
）

を
持

―
念
―
觀
―
察
セ
ヨ
（
二
〇
オ
４
、
・
‐
イ
ン
・
（
・
シ
ユ

（
下
）

イ
ン
・
）
・
‐
‐
す
・
（
・
ク
ワ
ン
セ
チ
す
・
）
）

○
能
く
行
者
を
し
て
復
（
た
）
退
轉

セ
不

ラ
令

ム
。

サ

シ

（
一
）

（
二
）

（
三
）

（
二
〇
ウ
２
、
・
‐
‐
す
・
（
・
タ
イ
テ
ン
す
・
）
・
ず
・
し
む
・
）

○
去
來
現
在
の
一
切
菩
薩
・
［
於
］
因
地

に
在
リ
て
初
て
發
―

（
返
）

心
セ
シ
時
・
悉
（
く
）
皆
（
な
）
念

を
專
に
し
て
此
の
眞
言

（
返
）

（
返
）

を

持
チ
て
不
退
の
地

に
入
リ

速
に
正
覺
を

圓

ニ
セ
リ
。（
二

タ
モ

イ

マ
ト
カ

せ

り

（
返
）

68

〇
ウ
２
、
・
あ
り
・
‐
‐
す
・
（
・
ホ
ツ
シ
ム
す
・
）
・
き
・
た
も
つ

・
い
る
・
ま
ど
か
な
り
・
す
・
り
・
）

○
善
男
子

時
に
彼
の
行
者
・
身

を
端
ク
し
念

を
正
シ

ナ
ホ

タ
ヽ

（
返
）

（
返
）

ク
し
て

都
テ
動
―
搖

セ
不
し
て
心
を
・
月
輪

に
繫

ス
ヘ

て

エ
ウ

カ

（
去
）
（
返
）

（
返
）

ケ
て

成
―

就
觀
―
察
セ
ヨ
。
（
二
〇
ウ
４
、
・
な
ほ
し
・
た
だ
し

69

・
す
べ
て
・
‐
エ
ウ
す
・
（
・
ヅ
ウ
エ
ウ
す
・
）
・
か
く
・
‐
‐
す
・

（
・
ク
ワ
ン
セ
チ
す
・
）
）

○
若
（
し
）
凡
夫

有
（
り
）
て
此
の
觀

を
修
セ
ン
者
は

モ
ノ

（
返
）

（
返
）

起

す
所
の
五
逆
四
重
十
惡
及
（
ひ
）
一

闡

提
・
是

「
セ
ム
」

（
返
）

（
返
）

70

（
の
）
如
（
き
）
等
の
罪
盡
く
皆
（
な
）

清
滅
し
て

即
（
ち
）

71

五
種
の
三
摩
地
門
を
＊
獲
ン
。
（
二
一
オ
１
、
・
‐
す
・
（
・
シ
ユ
す

エ

・
）
・
む
・
も
の
・
‐
セ
ム
‐
・
（
・
イ
チ
セ
ン
ダ
イ
・
）
・
う
・
む

・
）

63



＊
「
獲
」

「
く
」
の
ヲ
コ
ト
点
ら
し
き
符
号
あ
り
。

○
云
何
ナ
ル
ヲ
カ
五

と
爲
る
（
二
一
オ
４
、
・
い
か
な
り
・
を

イ
カ

を

か

す

（
返
）

・
か
・
）

○
一
に
者
刹
那
三
昧
・
二
（
に
）
者
微
塵
三
昧
・
三
（
に
）
者
白
＊

は

縷

三
昧
・
四
（
に
）
者
起
伏
三
昧
・
五
（
に
）
者
安
住
三
昧
な

ル

（
上
）

り
。
（
二
一
オ
４
、
・
‐
ル
・
（
・
ビ
ヤ
ク
ル
・
）
）

＊
「
縷
」

左
傍
に
角
筆
仮
名
あ
る
か
。

○
云
何
ナ
ル
ヲ
カ
名
（
け
）
て
刹
那
三
昧

と
爲
る
（
二
一
ウ
１
、

イ
カ

す

（
返
）

・
い
か
な
り
・
を
・
か
・
）

○
謂
（
は
く
）
蹔

ク
滿
―
月

を
想

―
念
し
て
［
而
］

シ
ハ
ラ

く

（
一
）
（
返
）

（
二
）

住
す
。
（
二
一
ウ
１
、
・
し
ば
ら
く
・
）

○
譬
は

獼

猴

の
身
に
繫

カ

レ
タ
ル

所

有

「
ミ
」

「
コ
ウ
」

ツ
ナ

ト
コ
ロ

ア

（
一
）
（
返
）

（
二
）

（
三
）

ル

遠

□
□
ニ
去

ル
コ
ト
得
不

近

ク
ル
（
に
）
停

ト
ヲ
サ

サ

す

チ
カ
ツ

ト
ヽ
マ

（
返
）

（
返
）

72

73

ル
コ
ト
得
不

唯
（
た
）
飢
―
渴

に
＊

困

ン
て
須
臾
住
止

す

タ
シ
ナ

（
返
）

（
上
）

す
る
か
如

く
。
（
二
一
ウ
１
、
・
ミ
コ
ウ
・
（
・
ミ
グ
・
）
・
つ

（
下
）

な
ぐ
・
る
・
た
り
・
と
こ
ろ
・
あ
り
・
と
を
ざ
く
・
（
・
と
ほ
ざ
く

・
）
・
に
・
さ
る
・
こ
と
・
ち
か
づ
く
・
と
ど
ま
る
・
こ
と
・
た
し
な

む
・
）

＊
「
困
」

「
困
」
字
と
「
飢
」
字
の
間
、
中
央
の
合
符
を
擦
り
消
し
た
跡
あ
り
。

○

蹔

ク
三
昧

を
得
ル
ヲ
名
（
け
）
て
刹
那
と
爲
。
（
二
一
ウ
３
、

シ
ハ
ラ

ウ

を

す

（
返
）

・
し
ば
ら
く
・
う
・
を
・
）

○
譬
は
人

有
（
り
）
て
常
に

自

ラ

苦

ヲ
食
フ

＊
曾

ミ
ツ
カ

ニ
カ
サ

を

ク
ラ

カ
ツ

（
返
）

（
返
）

74

て
甜

キ
を
食

（
は
）
未

［
於
］
一
時
の
中

ア
マ

す

（
一
）
（
返
）

（
二
）

（
三
）

に
一
塵
の
蜜
・
［
於
］
舌
根

に
到

ル
コ
ト
を
得

イ
タ

（
一
）
（
返
）

（
二
）

（
三
）

て
［
イ
、
一
塵
（
の
）
蜜
を
得
（
て
）［
於
］
舌
根
（
に
）
到
（
り
て
）
］

歡
喜

を
增
勝
し
［
イ
、
增
シ
勝
］

倍

踊
躍

を
生
し
て

マ

マ
ス
／
＼

（
返
）

（
返
）

更
に
多
塵

を
求

（
む
る
）
か
如

く
（
二
一
ウ
５
、

（
返
）

（
上
）

（
下
）

・
み
づ
か
ら
・
に
が
さ
・
を
・
く
ら
ふ
・
か
つ
て
・
あ
ま
し
・
い
た

る
・
こ
と
・
ま
す
・
ま
す
ま
す
・
）

＊
「
曾
」

右
傍
仮
名
「
カ
ツ
タ
」
と
あ
る
が
、
未
詳
。

○
是

の
如
く
行
者
・
［
於
］
長
劫

を
經
テ
衆
の
苦
―
＊
味

ヘ

て

（
返
）

（
返
）

（
返
）

を
食
し
て
［
而
］
今
甘

甜

の
三
昧

與
［
イ
、
［
與
］

カ
ム

テ
ム

と

（
去
）

（
平
）

（
返
）

甘
甜
（
の
）
三
昧
と
］
少
分
相
―
應

す
る
と
得

る

（
一
）
（
返
）

（
二
）

を
名
（
け
）
て
微
塵
と
爲
。
（
二
二
オ
２
、
・
ふ
・
て
・
カ
ム
デ
ム
・
）

す

＊
「
味
」

右
傍
に
角
筆
仮
名
あ
る
か
。

○
云
何
（
な
る
を
か
）
名
（
け
て
）
白
縷

［
イ
、
白
縷
］
三
昧

ル

イ
ト

（
上
）

（
返
）

（
と
）
爲
る
（
二
二
オ
４
、
・
‐
ル
・
（
・
ビ
ヤ
ク
ル
・
）
・
い
と
・
）

す

○
謂
（
は
）
く
凡
夫
の
人
・
无
始
の
時

自

リ

ヨ

（
訓
）
（
一
）
（
返
）

（
二
）

未
來
際

を
盡
す
（
二
二
オ
４
、
・
よ
り
・
）

（
返
）

○
今
・
此
の
定
を
得
タ
リ
。
（
二
二
オ
５
、
・
う
・
た
り
・
）

エ

○
譬
は
染
―
皀

［
イ
、
染

皀

］
の
多
く
の
黒
色
の
中
に

サ
ウ

ク
（
平
）
リ
（
上
）

（
去
）

一
の
白
＊
縷
［
イ
、

白

縷
］
を
見

（
る
）
か
如

く
。
（
二

ル

シ
ロ
キ
イ
ト

（
二
）

（
三
）

二
オ
５
、
・
‐
サ
ウ
・
（
・
ネ
ム
カ
ウ
・
）
・
く
り
・
‐
ル
・
（
・
ビ
ヤ

ク
ル
・
）
・
し
ろ
し
・
い
と
・
）

＊
「
縷
」

右
傍
仮
名
「
ル
」
の
下
に
角
筆
仮
名
あ
る
か
。

○
是

（
の
）
如
（
く
）
行
者

［
於
］
多
（
く
）
の
生
死
の

（
返
）

里
闍
夜
の

中
に
而
も
今
方
に
白
淨
の
三
昧

を
得
タ
ル
を
名

エ

（
返
）

75

76

（
け
）
て
［
之
］
縷
と
爲
。
（
二
二
ウ
１
、
・
う
・
た
り
・
）

す

64



○
云
何
ナ
ル
ヲ
か
名
（
け
）
て
起
伏
三
昧

と
爲
る
（
二
二
ウ
２
、

イ
カ

す

（
返
）

・
い
か
な
り
・
を
・
）

○
所
謂
行
者
・
觀
心
・
熟

セ

未

（
二
二
ウ
３
、
・
い
は
ゆ
る

イ
ハ
ユ
ル

ス
｛
す
｝

（
返
）

・
‐
す
・
（
・
ジ
ユ
ク
す
・
）
・
ず
・
）

○
＊

或

に
は
善
（
く
）
成
立
し

善
（
く
）
成
立
セ
未
。
（
二
二
ウ

ア
ル
ト
キ

す

３
、
・
あ
る
・
と
き
・
‐
‐
す
・
（
・
ジ
ヤ
ウ
リ
フ
す
・
）
）

＊
「
或
」

右
上
、
ヲ
コ
ト
点
ら
し
き
横
線
を
擦
り
消
し
た
跡
あ
り
。

○
是

（
の
）
如
（
く
）
三
昧
・

〓
｛
示
＋
平
｝
の
低

ハ
カ
リ

テ
イ

（
返
）

（
平
）

77

―
＊
昂

の
［
イ
、

低

昂

］
猶

ク
ナ
ル
を
名
（
け
）
て

カ
ウ

ク
タ
リ
ア
カ
レ
ル

コ
ト

（
平
）

（
二
）

・
起
伏
と
＊

爲

。
（
二
二
ウ
３
、
・
は
か
り
・
テ
イ
カ
ウ
・
（
・
タ
イ

ス
｛
す
｝

ガ
ウ
・
）
・
く
だ
る
・
あ
が
る
・
り
・
ご
と
し
・
な
り
・
す
・
）

＊
「
昴
」

右
傍
朱
筆
の
下
に
角
筆
仮
名
「
カ
ウ
」
あ
る
か
。

＊
「
爲
」

右
傍
仮
名
「
ス
ル
」
、
「
ル
」
字
を
擦
り
消
し
た
跡
あ
り
。

○
前
の
四
の
定

を
修
し
て
安
住

す
る
と
心
得

善
く

エ

（
返
）

（
返
）

78

能
く
守
護
し
て
諸
の
塵
に
染
マ
不
ル
な
り
。
（
二
二
ウ
５
、
・
こ
こ
ろ

ソ

サ

う
・
そ
む
・
ず
・
）

○
人
の
＊
夏
の
中
に
遠
ク

砂

―
磧

を
渉
リ
て

ト
ヲ

く

「
シ
ヤ
」
シ
ヤ

ワ
タ

（
去
）

（
入
）
（
返
）

備
に

災
毒

を
受
ケ
て
其
の
心
渴
乏
し
て

殆

堪

ウ

ホ
ト
／
＼

タ

（
返
）

（
一
）
（
返
）

79

フ
ル
所

无

（
き
）
か

忽

に

雪

山
の
甘

―
美

タ
チ
マ
チ

「
セ
チ
」

カ
ン

ミ

（
二
）

（
三
）

（
去
）

（
平
）

（
の
）
［
之
］
水
・
天
の

蘇

―

陀

等

を
得

ミ
ツ

ソ

タ

「
ラ
」

（
去
）

（
上
）

（
返
）

80

81

て

頓

に
熱
―
惱

を
除
キ
身
意
泰

然

ナ
ラ
ン
か

ニ
ハ
カ

ノ
ソ

タ
イ

（
返
）

（
平
）

（
上
）

如

し
。
（
二
三
オ
１
、
・
と
を
し
・
（
・
と
ほ
し
・
）
・
シ
ヤ
‐

（
下
）

82
・
（
・
シ
ヤ
シ
ヤ
ク
・
）
・
わ
た
る
・
う
く
・
ほ
と
ほ
ど
・
た
ふ
・
た

ち
ま
ち
に
・
セ
チ
‐
・
（
・
セ
チ
セ
ン
・
）
・
カ
ン
ミ
・
（
・
カ
ム
ミ

・
）
・
み
づ
・
ソ
タ
ら
・
（
・
ス
ダ
ら
・
）
・
に
は
か
な
り
・
の
ぞ
く

・
タ
イ
‐
な
り
・
（
・
タ
イ
ネ
ン
な
り
・
）
・
む
・
）

＊
「
夏
」

「
夏
」
字
と
「
中
」
字
の
間
、
中
央
の
合
符
を
擦
り
消
し
た
跡
あ
り
。

○
此
の
定

に
入
リ
已
（
り
）
て
惑
障

を
遠
離
し
て
无
上

イ

（
返
）

（
返
）

菩
提
の
［
之
］
芽

を
發
生
し

速

に
菩
薩
の
功
德
十
地
に
登

ス
ミ
ヤ
カ

ノ
ホ

（
返
）

83

ル
。
（
二
三
オ
３
、
・
い
る
・
す
み
や
か
な
り
・
の
ぼ
る
・
）

る○
爾
（
の
）
時
會
中
の
无
量
の
人
天
・
此
の
甚
深
の
諸
菩
薩
（
の
）

母
・
不
可
思
議
（
な
る
）
大
陀
羅
＊
尼

を
聞
ヽ
（
き
）
已
（
り
）

キ

（
返
）

て

九
萬
八
千
の
諸
の
菩
薩
等
・
歡
喜
地

を
證
し

无
量
衆

（
返
）

生
・
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
の
心
を
發
シ
キ
。
（
二
三
オ
５
、
・
き

84
く
・
お
こ
す
・
き
・
）

＊
「
尼
」

四
画
目
上
の
朱
点
、
未
詳
。

○
周
遍
（
せ
）
＊
不
と
イ
フ
コ
ト
靡
シ
。
（
二
四
オ
２
、
・
い
ふ
・
こ

ナ

し

と
・
な
し
・
）

＊
「
不
」

「
く
」
の
ヲ
コ
ト
点
ら
し
き
符
号
あ
る
が
、
未
詳
。

○
是
に
薄
伽
梵
・
文
殊
師
利
菩
薩
摩
訶
薩

（
に
）
告
（
け
）
て
言イ

（
返
）

ハ
ク
・
瑜

伽

行
者
・
月
輪

を
觀
し
已
（
り
）
て

ユ

（
去
）

（
上
濁
）

（
返
）

三
種
の
大
祕
密
の
法
を
觀
す
應
し
。
（
二
四
オ
３
、
・
い
は
く
・
ユ
‐

・
（
・
ユ
ギ
ヤ
・
）
）

○
云
何
ナ
ル
を
か
三

と
爲
る
（
二
四
オ
５
、
・
い
か
な
り
・
）

イ
カ

す

（
返
）

○
瑜
伽
行
者
・
滿
月
の
中
に
金
色
の
五
股
金
剛

を
出
―
生
す

ナ
カ

（
返
）

光
明

煥

―
然

ト
シ
テ
猶
（
ほ
）
・
鎔

金

ク
ワ
ン

ヨ
ウ

（
去
）

（
平
濁
）

（
去
）

（
上
）
（
返
）

85

（
の
）
如
し

［
於
］
无
數
の
大

日
光
明

を
放ハ

ナ

（
一
）
（
返
）

（
二
）

86

ツ
ト
觀

セ
ヨ
（
二
四
ウ
１
、
・
な
か
・
ク
ワ
ン
‐
た
り
・
（
・
ク

（
三
）

65



ワ
ン
ネ
ン
た
り
・
）
・
す
・
て
・
ヨ
ウ
‐
・
（
・
ユ
ウ
コ
ム
・
）
・
は

な
つ
・
と
・
‐
す
・
（
・
ク
ワ
ン
ず
・
）
）

○
道
場
の
中

に
於
て

身

を
端
ク
シ
念

を
正
シ
ウ

ナ
ホ

タ
ヽ

（
返
）

（
返
）

（
返
）

し
て
手
に
引
導
无
上
菩
提
最
第
一
印

を
結
（
ひ
）
て

胸
臆
の

テ

ム
ネ

（
返
）

心
月
輪
の

中

に
安
置
す
る
な
り
（
二
五
オ
２
、
・
な
ほ
し
・

ナ
（
か
）

（
返
）

す
・
た
だ
し
・
て
・
む
ね
・
な
か
・
）

○
先
（
つ
）
左
右
（
の
）
二
大
母
指
（
を
）
以
（
て
）
・
各
（
の
）
左

右
（
の
）
手
掌
（
の
）
［
之
］
内
（
に
）
入
（
れ
）
・
各
（
の
）
左
右

（
の
）

頭
中
指
及
（
ひ
）
名

十
指
（
を
）
以
（
て
）
・
母
指
（
を
）

87

88

堅

＊
握

（
し
）
・
［
於
］

手
拳
（
を
）
作
（
る
）
・
（
二
五

ア
ク

（
入
）

89

90

オ
５
、
・
‐
ア
ク
す
・
（
・
ケ
ン
ア
ク
す
・
）
）

＊
「
握
」

右
傍
仮
名
「
ア
ク
」
の
下
に
角
筆
仮
名
あ
る
か
。

○
次
（
に
）
改
拳

（
せ
）
不
・

右
（
の
）
頭
指
（
を
）
舒

カ
イ

シ
ヨ

（
上
）

（
平
）

91

（
し
）
・
虛
空
（
に
）
直
竪

（
し
）
・
其
（
の
）
左
拳
（
を
）
以

シ
ユ

（
上
）

（
て
）
・
［
於
］
心
上
（
に
）
著
（
け
）
・
右
拳
（
の
）
小
指
・
左
拳

・
頭
＊
指
一
節
（
を
）
堅

握
（
す
）
・
（
二
五
ウ
２
、
・
カ
イ
‐

ケ
ン

ア
ク

（
去
）

す
・
（
・
カ
イ
グ
ヱ
ン
す
・
）
・
シ
ヨ
す
・
‐
シ
ユ
す
・
（
・
ヂ
キ
ジ

ユ
す
・
）
・
ケ
ン
ア
ク
す
・
）

＊
「
指
」

「
指
」
字
下
「
於
」
字
を
抹
消
符
に
よ
り
抹
消
。

○
次
（
に
）
右
拳
・
頭
指
（
の
）［
之
］
頭
（
を
）
以
（
て
）
・
即
（
ち
）

右
拳
・
拇

指
一
節
（
を
）
指
（
し
）
・
亦
（
た
）
心
前
（
に
）

モ

（
平
）

著
（
く
）
・
（
二
五
ウ
４
、
・
モ
‐
・
（
・
モ
シ
・
）
）

○
此
の

印

を
は
結
（
ひ
）
て
加
―
持
す
る
力

を

（
返
）

（
一
）
（
返
）

92

以

（
て
）
の
故
に

十
方
の
諸
佛
・
行
者
の
頂

を
摩
テ

ナ

（
二
）

（
返
）

ヽ
大
菩
提
勝
決
定
の
記
を
授

（
け
）
タ
マ
フ
。
（
二
六
オ
２
、
・

（
訓
）

な
づ
・
て
・
た
ま
ふ
・
）

○
是
レ

毘
盧
遮
那
如
來
の
无
盡
福
聚
大
妙
智
印
な
り
。
（
二
六
オ

93

３
、
・
こ
れ
・
）

○
爾
（
の
）
時
行
者
・
此
の
印

を
結
ヒ
已
（
り
）
て

即
（
ち
）

ム
ス

（
返
）

此
の
觀
を
作
レ
。
（
二
六
オ
４
、
・
む
す
ぶ
・
つ
く
る
・
）

ツ
ク

○
我
今

首

の
上
に
・
大
寶
冠

有
（
り
）
（
二
六
ウ
２
、
・
か
う

カ
ウ
ヘ

（
返
）

べ
・
）

○
其
の
天
冠
の
中
に
五
佛
如
來
結
跏
＊
趺
坐
シ
タ
マ
ヘ
リ
。
（
二
六
ウ

２
、
・
‐
‐
‐
‐
す
・
（
・
ケ
チ
ケ
フ
ザ
す
・
）
・
た
ま
ふ
・
り
・
）

＊
「
趺
」

「
し
」
点
を
擦
り
消
し
た
か
。

○

譬
は
人

有
（
り
）
て
迦
盧

羅
微

妙
門
を
悟
レ
リ
。

ル

サ
ト

（
返
）

（
上
）

94

95

自
（
ら
）
是
の
觀

を
作
ル

我
か
身
は
即
（
ち
）
是
（
れ
）
金

ツ
ク

（
返
）

翅
鳥
王
な
り
。
心
・
意
・
語
言
・
亦
復
（
た
）
是

（
の
）
如
（
し
）

（
返
）

此
の
觀
力

を
以
て
能
（
く
）
毒
藥

を
消
す

一
切
の

（
返
）

（
返
）

惡
毒
・
害

を
爲
ス
コ
ト
能
は
不

る
か
如

く
。
（
二

ナ

（
上
）

（
中
）

（
下
）

七
オ
１
、
・
‐
ル
‐
‐
‐
‐
・
（
・
ケ
ル
ラ
ミ
メ
ウ
モ
ン
・
）
・
さ
と

る
・
り
・
つ
く
る
・
な
す
・
こ
と
・
）

降
伏
の
坐

を
作
リ
て
身
動
搖

セ
不
（
二
七
オ
４
、

ツ
ク

エ
ウ

す

（
返
）

（
去
）
（
返
）

・
つ
く
る
・
‐
エ
ウ
す
・
（
・
ヅ
ウ
エ
ウ
す
・
）
）

○
手
に
智
印

を
結
ヒ
密
に
眞
言

を
念
し

心

・
此
（
の
）

コ
ヽ
ロ

（
返
）

（
返
）

96

觀

に
入
レ
ハ

能
（
く
）
三
毒

を
滅
し
業
障

を
消

イ

（
返
）

（
返
）

（
返
）

除
し
福
智

を
增
長
す
（
二
七
オ
５
、
・
む
す
ぶ
・
こ
こ
ろ
・
い

（
返
）

る
・
ば
・
）
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○
世
出
世
の
願
・
速
に
圓
滿
す
る
こ
と
得
。
（
二
七
ウ
１
、
・
う
・
）

ウ

○
恆
河
沙
等
の
所
知
（
の
）
重
障
・

漸
漸
に
消
滅
す
（
二
七
ウ
２
、

「
□
ウ
」

97

・
や
う
や
う
に
・
）

○
爾
（
の
）
時
文
殊
師
利
菩
薩
・
佛
（
に
）
白
（
し
て
）
言
（
さ
く
）

・
希
有
な
り
世
尊
・
希
有
な
り
善
逝
・
如
來
・
世

に
出
テ
タ
マ

イ

（
返
）

フ
こ
と
優
曇
花

に
過
キ
タ
リ
（
二
七
ウ
５
、
・
い
づ
・
た
ま
ふ

ス

（
返
）

・
す
ぐ
・
た
り
・
）

○
假
＿
使
ヒ
世

に
出
（
て
）
タ
マ
ヘ
リ
ト
モ

是
の
法

タ
ト

（
返
）

（
返
）

を

説
（
き
）
タ
マ
フ
［
イ
、
説
く
］
こ
と
難
し
。
（
二
八
オ
１
、
・

98

た
と
ひ
・
た
ま
ふ
・
り
・
と
・
も
・
た
ま
ふ
・
）

○
是

（
の
）
如
キ
心
地
の
三
種
祕
密
・
无
上
法
輪
は

能
く
善

（
返
）

く
一
切
衆
生
を
利
樂
す
。
（
二
八
オ
２
、
・
ご
と
し
・
）

○
如
來
地
及
（
ひ
）
菩
薩
地

に
入
ル
眞
實
の
正
路
な
り
。
（
二

イ

（
返
）

八
オ
３
、
・
い
る
・
）

○
若
（
し
）
衆
生

有
（
り
）
て

身
命

を
惜
（
ま
）
不す

（
返
）

（
返
）

此
の
法

を
修
行
セ
ン
ハ

速
に
菩
提
を
證
す
。
（
二
八
オ
４
、
・

（
返
）

‐
‐
す
・
（
・
シ
ユ
ギ
ヤ
ウ
す
・
）
・
む
・
は
・
）

○
爾
（
の
）
時
佛

文
殊
師
利
菩
薩

（
に
）

告
（
け
て
）
言

（
返
）

99

（
は
く
）
・
若
（
し
）
善
男
子
善
女
人

有
（
り
）
て

三
種
祕

（
返
）

密
成
佛
妙
門

を
修
習
し
て
早
（
く
）
如
來
の
功
德
の
身

（
返
）

（
一
）
（
返
）

を
獲

ン
コ
ト
を
得

（
む
と
）
欲

セ
ン
は
［
者
］
［
イ
、

エ

ホ

（
二
）

（
三
）

（
四
）

欲
（
せ
ん
）
者
］

當
に
菩
薩
の
三
十
二
種
の
大
金
剛
甲
を

＊
着

は

キ

100

ル
［
當
］

し
。
（
二
八
オ
４
、
・
う
・
む
・
こ
と
・
ほ
す
・
（
・

（
再
讀
）

ほ
り
す
・
）
・
む
・
き
る
・
）

＊
「
着
」

「
る
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
擦
り
消
し
た
か
。

○
此
の
妙
觀

を
修
セ
ン
に
必
す
如
來
の
清
淨
法
身
を
證
す
。
（
二

（
返
）

八
ウ
２
、
・
‐
す
・
（
・
シ
ユ
す
・
）
・
む
・
）

○
一
は
［
者
］
［
於
］
无
量
劫
に
衆
生

の
爲
の
故
に
生
死

（
返
）

（
返
）

を
厭
ハ
不
し
て
苦

を
受
（
く
）
る
大
甲
・
（
二
八
ウ
４
、
・
い
と

イ
ト

（
返
）

ふ
・
）

○
二
（
は
）
［
者
］
誓
（
ひ
）
て
无
量
の
有
情

を
度
（
し
）
て

（
返
）

乃
至
（
し
）

螻

＊
蟻

［
イ
、
螻
蟻
］
マ
テ
捨

「
ロ
ウ
」

ケ
ラ

ア
リ

（
平
）

（
平
）

（
返
）

101

（
て
）
不
る
大
甲
・
（
二
八
ウ
５
、
・
ロ
ウ
‐
・
（
・
ル
ギ
・
）
・
け
ら

・
あ
り
・
ま
で
・
）

＊
「
蟻
」

右
傍
仮
名
「
マ
テ
」
の
下
に
角
筆
仮
名
あ
る
か
。

○
三
（
は
）［
者
］
衆
生
の
生
死
の
長
キ
夢

を
覺
悟
し
て
［
イ
、
覺
悟
］

ナ
カ

ユ
メ

サ
マ
シ
テ

（
返
）

三
種
祕
密

に
安
置
す
る
大
甲
・
（
二
九
オ
１
、
・
な
が
し
・
ゆ
め

（
返
）

・
さ
ま
す
・
て
・
）

○
四
（
は
）
［
者
］
佛
法

を
擁
護
し
て
［
於
］
一
切
―
時
に
猶

（
返
）

（
ほ
）
＊
響

應

の
如
（
く
）
し
て
法

を
護

（
平
）

（
平
）
（
返
）

（
返
）

（
訓
）

ル
大
甲
・
（
二
九
オ
２
、
・
ま
も
る
・
）

＊
「
響
」

右
傍
に
角
筆
仮
名
あ
る
か
。

○
五
（
は
）
［
者
］
永
ク
能
く
有
无
の
二
―
見

を

ナ
カ

（
一
）
（
一
）
（
返
）

起

す
一
切
の
煩
惱

を

滅

す
る
金
剛
大

（
二
）
（
二
）

（
一
）
（
返
）

（
二
）

甲
・
（
二
九
オ
３
、
・
な
が
し
・
）

○
六
（
は
）［
者
］
頭
目

體
腦
妻
子
珍
寶
・
來
リ

求

ム
（
る

キ
タ

モ
ト

（
返
）

102

103

こ
と
）
有
る
者
に
能
く
捨

（
つ
）
る
大
甲
・
（
二
九
オ
４
、
・
き

モ
ノ

（
訓
）

た
る
・
も
と
む
・
も
の
・
）

67



○
七
（
は
）
［
者
］
家
の
中
の
所
受
の
一
切
の
樂
―
具
・
永
く

貧

104

着

セ
不
（
し
）
て
能
く
施
す
る
大
甲
・
（
二
九
オ
５
、
・
‐
‐
す

（
返
）

・
（
・
ビ
ン
ヂ
ヤ
ク
す
・
）
）

○
八
（
は
）
［
者
］
能
く
菩
薩
の
三
聚
淨
戒

を

持タ
モ

（
一
）
（
返
）

（
二
）

チ

及
（
ひ
）
頭
陀

を
捨
離
セ
不
る
大
甲
・
（
二
九
ウ
１
、
・
た

（
返
）

も
つ
・
‐
‐
す
・
（
・
シ
ヤ
リ
す
・
）
）

○

九

（

は

）
［

者

］

忍

辱

の

衣

を

着

テ

諸

の

違

緣

・

毀

コ
ロ
モ

キ

て

ヰ

（
返
）

罵
鞭

打

に
遇

フ
に
報

セ
不
る
大

メ

ヘ
ム

ア

（
平
）

（
去
）

（
一
）
（
返
）

（
二
）

（
返
）

甲
・
（
二
九
ウ
２
、
・
こ
ろ
も
・
き
る
・
て
・
ヰ
‐
・
（
・
ヰ
エ
ン
・
）

・
‐
メ
・
（
・
ク
ヰ
メ
・
）
・
ベ
ム
‐
・
（
・
ヘ
ン
チ
ヤ
ウ
・
）
・
あ
ふ

・
‐
す
・
（
・
ホ
ウ
ず
・
）
）

○
十
（
は
）
［
者
］
所
有
の
一
切
の
緣
覺
聲
聞

を
教
化
し
て

（
返
）

一
乘
に

趣

キ

廻

―

心

セ
令
（
む
）
る
大
甲
・

オ
モ
ム

「
ヱ
」
ヱ

（
去
）

（
上
）
（
返
）

105

（
二
九
ウ
３
、
・
お
も
む
く
・
ヱ
‐
す
・
（
・
ヱ
シ
ム
す
・
）
）

○
十
―
一
は
［
者
］
譬
は
大
風
の
晝
夜
に
歇

マ
不

ヤ

（
一
）
（
返
）

（
二
）

（
る
）
か
如

く
諸
有
情

を
度
ス
精
進
大
甲
・
（
二
九
ウ
４
、

ワ
タ

す

（
三
）

（
返
）

・
や
む
・
わ
た
す
・
）

○
十
三
（
は
）［
者
］
生
死
涅
槃
に
二
見

有
（
る
）
こ
と
无
（
く
）

（
返
）

し
て

衆
生

を
饒
益
す
る
に
平
等
ナ
ル
大
甲
・
（
三
〇
オ
１
、
・

（
返
）

‐
‐
な
り
・
（
・
ビ
ヤ
ウ
ト
ウ
な
り
・
）
）

○
十
四
（
は
）
［
者
］
无
緣
の
大
慈
・
群
品

を
利
益
す
る
に
恆ツ

ネ

（
返
）

に
厭
捨

无
（
く
）
し
て
樂

を
與
フ
ル
大
甲
・
（
三
〇
オ
３
、

ア
タ

る

（
返
）

（
返
）

・
つ
ね
に
・
あ
た
ふ
・
）

○
十
五
（
は
）
［
者
］
无
礙
（
の
）
大
悲
・
一
切

を
救
攝
す
る

（
返
）

に
限
量

有
ル
（
こ
）
ト
无
（
く
）
し
て
苦

を
拔
ク
大
甲

ア

ヌ

（
返
）

（
返
）

・
（
三
〇
オ
４
、
・
あ
り
・
こ
と
・
ぬ
く
・
）

○
十
六
（
は
）
［
者
］
諸
の
衆
生

に
於
て

怨

結

ヲ
ム

（
返
）

（
去
）

（
返
）

106

有
（
る
こ
と
）
无
（
く
）
し
て

恆
に
饒
益

を
作
す
大
喜
大
甲

（
返
）

・
（
三
〇
オ
５
、
・
ヲ
ム
‐
・
（
・
ヲ
ン
ケ
チ
・
）
）

○
十
七
（
は
）
［
者
］
＊
難
行

者
苦
行
に
劬

勞

ク

ラ
ウ

（
平
）

（
一
）
（
返
）

107

を

憚

ラ
不

し
て

恆
に
退
轉

无
き
大
捨
大
甲
・
（
三

ハ
ヽ
カ

ツ
ネ

（
二
）

（
三
）

（
返
）

〇
ウ
１
、
・
グ
ラ
ウ
・
は
ば
か
る
・
つ
ね
に
・
）

＊
「
難
」

本
行
「
雖
」
字
、
符
号
に
よ
り
右
傍
に
「
難
」
字
に
訂
す
。

○
十
八
（
は
）
［
者
］
苦

有
ル
衆
生
・
菩
薩
の
所

に
來
る

（
返
）

（
返
）

に

彼

に
代
（
り
）
て
苦

を
受
（
け
）
て
厭

ハ
不

イ
ト

（
返
）

（
返
）

（
返
）

る
大
甲
・
（
三
〇
ウ
２
、
・
あ
り
・
い
と
ふ
・
）

○
十
九
（
は
）
［
者
］
掌
の
中
の
阿
摩
勒
果

を

觀ミ

（
一
）
（
返
）

（
二
）

108

ル
か
如

く

是

（
の
）
如
（
く
）
能
（
く
）
解
脱

（
三
）

（
返
）

（
返
）

を
見
る
大
甲
・
（
三
〇
ウ
３
、
・
み
る
・
）

○
二
十
（
は
）［
者
］
五
蘊
の
身
は
旃
陀
羅

の
如

し
ト
見

（
返
）

（
二
）

（
三
）

て
損
＊
害
と
善

＊
事
と
を
・
着

无
キ
大
甲
・
（
三
〇
ウ
４
、

ナ

（
返
）

109
110

・
と
・
な
し
・
）

＊
「
害
」

「
す
」
「
こ
と
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
擦
り
消
し
た
跡
あ
り
。

＊
「
事
」

右
傍
に
二
字
の
仮
名
が
あ
る
が
、
未
詳
。

○
二
十
一
（
は
）
［
者
］
十
二
入
は
空
聚
落

の

如

（
一
）
（
返
）

（
二
）

111

（
し
）
ト
見

て

常
に
恐
怖

を
懷
イ
テ
厭
捨
す
る
大
甲

と

イ
タ

て

（
三
）

（
返
）

・
（
三
〇
ウ
５
、
・
と
・
い
だ
く
・
て
・
）

○
二
十
四
（
は
）
［
者
］

佗
人
の
惡

を
掩
ヒ

己
カ
過

オ
ホ

オ
ノ

か

（
返
）

（
返
）

112

113
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を
＊
蔵
（
さ
）
不

三
界

を
厭
離
す
る
出
世
大
甲
・
（
三
一
オ

カ
ク

す

（
返
）

４
、
・
お
ほ
ふ
・
お
の
・
が
・
か
く
す
・
）

＊
「
蔵
」

右
傍
仮
名
「
カ
ク
ス
」
、
「
ス
」
字
を
擦
り
消
し
た
跡
あ
り
。

○
二
十
五
（
は
）
［
者
］
大
醫
王
の
病

に
應
ヘ
テ
藥

を
與

カ
ナ

ア
タ

（
返
）

（
返
）

フ
ル
か
如
く

菩
薩
・
宜

に
隨
（
ひ
）
て
演
化
す
る
大
甲
・
（
三

（
返
）

一
オ
５
、
・
か
な
ふ
・
て
・
あ
た
ふ
・
）

○
二
十
六
（
は
）
［
者
］
彼
の
三
乘
體
・
本
異

ナ
ラ
不

コ
ト

す

（
一
）
（
返
）

（
二
）

ト
見

て

究
竟
し
て
心

を

廻

し
一

に
歸

セ

メ
ク
ラ

（
三
）

（
返
）

（
返
）

（
上
）

シ
ム
ル
大
甲
・
（
三
一
ウ
１
、
・
こ
と
な
り
・
と
・
め
ぐ
ら
す
・
‐
す

・
（
・
ク
ヱ
す
・
）
・
し
む
・
）

○
二
十
七
（
は
）
［
者
］
三
寶
の
種

を
紹
イ
テ
斷
絶

セ
不

ツ

て

サ

（
返
）

（
返
）

ラ
＊
使
ム
ト
シ
テ

妙
法
輪

を
轉
し
て
人

を
度
す
大
甲

シ

（
返
）

（
返
）

・
（
三
一
ウ
２
、
・
つ
ぐ
・
て
・
‐
‐
す
・
（
・
ダ
ン
ゼ
ツ
す
・
）
・
ず

・
し
む
・
と
・
す
・
て
・
）

＊
「
使
」

右
傍
仮
名
「
ム
ト
」
、
下
の
字
を
擦
り
消
し
重
書
し
た
跡
あ
り
。

○
二
十
八
（
は
）
［
者
］
佛
・
衆
生

に
於
て
大
恩
德

有
す

（
返
）

（
返
）

［
イ
、

有

］
佛
恩

を
報

セ
ン
か
爲
に
道

を
修
す

マ
シ
／
＼

（
返
）

（
去
）

（
返
）

る
大
甲
・
（
三
一
ウ
４
、
・
ま
し
ま
す
・
‐
す
・
（
・
ホ
ウ
ず
・
）
・
む

・
）

○
三
十
（
は
）
［
者
］
无
生
忍

を
悟
リ
陀
羅
尼
樂
説
辯
才

サ
ト

（
返
）

（
返
）

を
得
る
无
礙
大
甲
・
（
三
二
オ
１
、
・
さ
と
る
・
）

○
三
十
一
（
は
）
［
者
］
廣
く
有
情

を
化
し
て

菩
提
樹

（
返
）

（
返
）

に
坐
セ
シ
メ
佛

果

を
證
（
せ
）
令
（
む
）
る
一
味
大
甲
・
（
三

（
返
）

114

二
オ
２
、
・
‐
す
・
（
・
ザ
す
・
）
・
し
む
・
）

○
三
十
二
（
は
）
［
者
］
一
刹
那
の
心
・
般

＊
若
ト
相
應
し
て

115

三
世
の
法

を
悟
ル
コ
ト
餘

无
キ
大
甲
な
り
。
（
三
二
オ
３
、

サ
ト

ナ

（
返
）

（
返
）

・
と
・
さ
と
る
・
こ
と
・
な
し
・
）

＊
「
若
」

「
こ
と
」
点
を
擦
り
消
し
た
跡
あ
り
。

○
文
殊
師
利
菩
薩
・
若
（
し
）
善
男
子
善
女
人

有
（
り
）
て
身ミ

（
返
）

に
是

（
の
）
如
（
き
）
金
―
剛

甲
―
冑

［
イ
、
甲

冑

］

チ
ウ

カ
フ
ト
ヨ
ロ
ヒ

（
返
）

（
一
）
（
返
）

116

を
被

テ
ハ

當
に
勤
メ
テ
三
種
の
祕
密

を
修

―
習

キ

ツ
ト

て

（
二
）

（
一
）

（
二
）

す
［
當
］

し
。
（
三
二
オ
５
、
・
み
・
‐
チ
ウ
・
（
・
ケ
フ
ヂ

（
再
讀
）

ウ
・
）
・
か
ぶ
と
・
よ
ろ
ひ
・
き
る
・
て
・
は
・
つ
と
む
・
て
・
）

○
［
於
］
現
世
の
中
に
大
福
智

を
具
し
て

速
に
无
上
正
等
菩

（
返
）

提
を
證
セ
ン
。
（
三
二
ウ
２
、
・
‐
す
・
（
・
シ
ヨ
ウ
す
・
）
・
む
・
）

○
爾
（
の
）
時
大
聖
文
殊
師
利
菩
薩
摩
訶
薩
・
及
（
ひ
）
諸
の
大
衆

・
佛
の
所
説
の
三
種
祕
密
心
地
妙
法
・
及
（
ひ
）
三
十
二
金
剛
甲
冑

・
一
切
の
菩
薩
の

學

ス

ル
所

に
應

（
一
）
（
返
）

（
二
）

（
去
）
（
三
）

117

セ
ル

處

ナ
ル
を
聞

キ
タ
マ
ヘ
て

各
（
の
）
・
无

ト
コ
ロ

（
上
）
（
返
）

（
下
）

價
の

櫻
珞
寶
衣

を
脱

イ
テ

毘
盧
遮
那
如
來
・

ヌ

て

（
一
）
（
返
）

（
二
）

118

及
（
ひ
）
十
方
の
世
尊

に
供

養
シ
タ
テ
マ
ツ
ル
（
三

（
一
）
（
返
）

（
二
）

二
ウ
３
、
・
‐
す
・
（
・
ガ
ク
す
・
）
・
‐
す
・
（
・
オ
ウ
ず
・
）
・
り

・
と
こ
ろ
・
な
り
・
き
く
・
た
ま
ふ
・
ぬ
ぐ
・
て
・
‐
‐
す
・
（
・
ク

ヤ
ウ
す
・
）
・
た
て
ま
つ
る
・
）

○

而

て
佛

を
讃
（
め
）
て

言
サ
く

善
（
き
）
哉
善
（
き
）

（
し
こ
う
）
し

マ
ウ

（
返
）

119

哉
・
佛
薄
伽
梵
・
无
邊
の
菩
薩
の
行
願

を
演
説
し
て
一
切
衆
生

（
返
）

を
利
益
安
樂
し

凡
夫
の
身

を
捨
テ
ヽ
佛
地
に
入
ラ
使

ス

イ

シ

（
返
）

（
返
）

メ
タ
マ
フ
。
（
三
三
オ
２
、
・
ま
う
す
・
す
つ
・
て
・
い
る
・
し
む
・
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た
ま
ふ
・
）

○

今
―
者
我
等
海

會
の
大
衆
・
佛
恩

を
報
セ
ン
か
爲

イ
マ

ラ

（
平
）

（
返
）

120

に

身
命

を
＊
惜
マ
不
し
て
諸
の
衆
生

の
爲
に
諸
の
佛

ヲ
シ

ス

（
返
）

（
返
）

土

に
遍
し
て

此
の
微
妙
の
法

を
分
―
別

演

（
返
）

（
一
）
（
返
）

（
二
）

説
し

受
持

讀
誦

書
寫

流
布
し
て
斷
―
絶
セ
不
（
ら
）

令シ

121

メ
ン
。
（
三
三
オ
４
、
・
い
ま
・
わ
れ
ら
・
‐
す
・
（
・
ホ
ウ
ず
・
）
・

む
・
を
し
む
・
ず
・
‐
‐
す
・
（
・
ダ
ン
ゼ
ツ
す
・
）
・
し
む
・
む
・
）

＊
「
惜
」

右
傍
仮
名
「
ヲ
シ
マ
ス
」
、
便
宜
上
「
ス
」
は
「
不
」
字
に
つ
け
て
翻

字
し
た
。

○
唯
し
願
（
は
く
）
は
如
來

遙

に
護
念
を
埀
レ
タ
マ
ヘ
。
（
三
三

ハ
ル
カ

タ

ウ
２
、
・
は
る
か
な
り
・
た
る
・
た
ま
ふ
・
）

○
爾
（
の
）
時
に
大
會
・
此
（
の
）
妙
法

を
聞
（
き
）
て
大
饒

（
返
）

益

を
得
（
三
三
ウ
２
、
・
う
・
）

ウ

（
返
）

○
稱
計
（
す
）
可
（
か
ら
）
不
る
无
數
（
の
）
菩
薩
・
各
（
の
）
不

退
轉
の
位

に
證

―
悟
す
る
こ
と
＊
得

。
（
三

ウ

（
訓
）
（
一
）

（
二
）

（
三
）

三
ウ
３
、
・
う
・
）

＊
「
得
」

三
点
に
虫
損
あ
り
。

○
乃
至
（
し
）
五
趣
の
一
切
有
情
・

諸
の
重

障

を

斷タ

（
返
）

122

123

124

チ
テ
无

量
の

樂

を
得
（
三
三
ウ
４
、
・
た
つ
・
て
・
う
・
）

て

ウ

（
返
）

125

126

○

悉

く

皆

（

な

）

當

に

阿

耨

多

羅

三

藐

三

菩

提

を

得

127

128

129

［
當
］

カ
リ
キ
。
（
三
三
ウ
５
、
・
べ
し
・
き
・
）

ヘ

（
再
讀
）

○
爾
（
の
）
時
釋
迦
牟
尼
如
來
・
文
殊
師
利
菩
薩
等
の
阿
僧
祇
海
會

大
衆

に
告
（
け
）
て
言
（
は
く
）
・
我
［
於
］
无
量
那
庾
多
百

（
返
）

千
大
劫
に
身
命

を
＊
惜
マ
不
し
て

頭
目
手
足
・

血

宍

ヲ
シ

ス

ク
ヱ
チ

ニ
ク

（
返
）

（
入
）

（
入
）

骨
髓
・
妻
子
國
城
・
一
切
の
珍
寶
・
來
リ
求

ム
ル
こ
と
有
る

キ
タ

モ
ト

（
返
）

者
に
悉
く
用
テ
布
施
し
・
百
千
の
難
行
苦
行

を
修
習
し
て
大

モ
ノ

モ

て

（
返
）

130
乘
心
地
觀
門
を
獲
―
證
せ
り
。
（
三
四
オ
３
、
・
を
し
む
・
ず
・
ク
ヱ

チ
・
ニ
ク
・
き
た
る
・
も
と
む
・
も
の
・
も
て
・
（
・
も
ち
て
・
）
）

＊
「
惜
」

右
傍
仮
名
「
ヲ
シ
マ
ス
」
、
便
宜
上
「
ス
」
は
「
不
」
字
に
つ
け
て
翻

字
し
た
。

○
當
（
に
）
知

（
る
）
［
當
］

（
し
）

此
の
甚
深
の

（
返
）

（
再
讀
）

經
は
十
方
三
世
の
无
上
十
力
の
［
之
］
宣
―
説

シ
タ
マ
フ
所

（
一
）

（
二
）

な
り
。（
三
四
ウ
３
、
・
‐
‐
す
・
（
・
セ
ン
セ
チ
す
・
）
・
た
ま
ふ
・
）

○
［
於
］
此
の
三
千
大
千
世
界
・
十
方
の
諸
佛
の
國
土
の
［
之
］
中

に
有

る
所
の
无
邊
の
諸
の
有
情
類
・
傍
生
餓
鬼
・
地
獄
の
衆
生

（
返
）

・
此
の
大
乘
心
地
觀
經
の
殊
勝
の
功
德
・
威
神
の
［
之
］
力

に

（
返
）

由

（
り
）
て

諸
―
苦

を
離
レ
安
樂

（
を
）
受

ハ
ナ

（
二
）

（
返
）

（
一
）

（
二
）

（
く
る
）
こ
と
を
得

令

む
。
（
三
四
ウ
５
、
・
は
な
る
・

エ

（
三
）

（
四
）

う
・
）

○
能
く
所
在
の
國
土
を
し
て

豐
樂
に
し
て
諸
の
怨
敵

无

（
一
）

（
二
）

か
ラ
令

む
。
（
三
五
オ
３
、
・
な
し
・
）

（
三
）

○
譬
は
人

有
（
り
）
て
如
意
珠

を
得
て
［
於
］
家
の
中

イ
ヘ

（
返
）

（
返
）

（
返
）

に
置
イ
て

能
く
一
切
の
殊
妙
の
樂
具

を
生

す
る

オ

（
一
）
（
返
）

（
二
）

か
如

く
（
三
五
オ
４
、
・
い
へ
・
お
く
・
）

（
三
）

○
能
く
國
界
に
无
盡
の
安
樂

を
與

フ
。
（
三
五
オ
５
、
・

ア
タ

（
一
）

（
二
）

あ
た
ふ
・
）

○
亦
（
た
）
三
十
三
天
の
末
尼
の
天

鼓

の
・
能
く
種
種
の
百
千
の
音

ツ
ヽ
ミ

聲

を
出
し
て

彼
の
天
衆
を
し
て
諸
の
快
樂

を
受

（
返
）

（
一
）
（
返
）

（
二
）
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（
け
）
令

（
む
）
る
か
如

く
（
三
五
ウ
１
、
・
つ
づ
み
・
）

（
三
）

（
四
）

○
能
（
く
）
國
界
を
し
て
最
勝
安
樂
ナ
ラ
令
む
。
（
三
五
ウ
３
、
・
‐

‐
な
り
・
（
・
ア
ン
ラ
ク
な
り
・
）
）

○
是
の
因
緣

を
以
て
汝
等
大
衆
・
大
忍
力

に
住
し
て
此

（
返
）

（
返
）

の
經
を
流
通
セ
ヨ
。
（
三
五
ウ
４
、
・
‐
‐
す
・
（
・
ル
ツ
ウ
す
・
）
）

○
善
逝
・

乃
シ
甚
深
の
大
乘
微
妙
心
地
觀
經

を
説

イ
マ

し

（
一
）
（
返
）

（
二
）

131
132

（
き
）
て

能
（
く
）
廣
く
大
乘
の
行
者

を
利
益
シ
タ
マ
フ
（
三

（
返
）

六
オ
１
、
・
い
ま
し
・
‐
‐
す
・
（
・
リ
ヤ
ク
す
・
）
・
た
ま
ふ
・
）

○
若
（
し
）
善
男
子
善
女
人

有
（
り
）
て
能
く
此
（
の
）
經
の

（
返
）

乃
至
（
し
）
一
四
句
偈

を
持
セ
ン
（
三
六
オ
３
、
・
‐
す
・
（
・

（
返
）

ヂ
す
・
）
・
む
・
）

○
是

（
の
）
如
（
き
）
［
之
］
人
・
幾
＿
所
ク
ノ
福

を
か

イ
ク
ハ

（
返
）

（
一
）

得

る
。
（
三
六
オ
４
、
・
い
く
ば
く
・
の
・
）

（
二
）

○
爾
（
の
）
時
薄
伽
梵
・
文
殊
師
利
菩
薩

（
に
）
告
（
け
）
て

（
返
）

言
（
は
く
）
・
若
（
し
）
善
男
子
善
女
人

有
（
り
）
て
［
於
］

（
返
）

恆
河
沙
三
千
大
千
世
界
に
・
中
に
七
寶

を
滿
テ
ヽ
以
＿
用
テ
十

ミ

モ

て

（
返
）

方
の
諸
佛

に
供
養
し

一
一
の
佛

の
爲
に
精
舍

（
返
）

（
返
）

（
上
濁
）
（
返
）

を
造
立
し
て
七
寶
荘
嚴
し
て
佛
及
（
ひ
）
菩
薩

を
安

（
一
）
（
返
）

（
二
）

―
置
―
供
養
セ
ン
コ
ト

恆
沙
劫
を
滿
て
む
。
（
三
六
オ
４
、
・
み
つ

・
て
・
も
て
・
（
・
も
ち
て
・
）
・
‐
‐
す
・
（
・
ク
ヤ
ウ
す
・
）
・
む

・
こ
と
・
）

○
彼
の
諸
の
如
來
の
所
有
の
无
量
の
聲
聞
第
子
に
亦
（
た
）
＿
以
て

一
切
の
所
須

を
供
養
セ
ン
コ
ト

佛

を
供
養
す
る
か
如

（
返
）

（
返
）

く
等
（
し
く
）
し
て
差
別

无
カ
ラ
ン
（
三
六
ウ
３
、
・
‐
‐
す

（
返
）

・
（
・
ク
ヤ
ウ
す
・
）
・
む
・
こ
と
・
な
し
・
む
・
）

○
是

（
の
）
如
（
き
）
諸
佛
・
及
（
ひ
）
聲

聞
等
の
般
涅

（
返
）

133

槃
の
後
に

大
寶
塔

を
起
テ
ヽ
舍
利
を
供
養
セ
ン
。
（
三
六
ウ

タ

（
返
）

５
、
・
た
つ
・
て
・
‐
‐
す
・
（
・
ク
ヤ
ウ
す
・
）
・
む
・
）

○

彼
の
種
種
（
の
）
供
養
の
功
德

を
＊
以
て
此
の
説
經
の

（
返
）

134

所
獲
の
功
德

に
比
す
る
［
イ
、
タ
比
フ
］
に

十
六
分
の
中
に

ヒ

ク
ラ

（
返
）

其
の
一
に
及
（
は
）
不
。
（
三
七
オ
３
、
・
ヒ
す
・
た
く
ら
ぶ
・
）

し

＊
「
以
」

三
・
四
画
目
辺
り
に
朱
の
横
線
あ
る
が
、
未
詳
。

○
況
（
や
）
能
く
具
足
し
て
受
持
讀
習
し
・
廣
く
人

の
爲
に
説

（
返
）

（
か
）
む
ヲ
ヤ
。
（
三
七
オ
５
、
・
を
・
や
・
）

○
［
於
］
現
身
の
中
に
十
種
の
勝
利
の
［
之
］
福
を
感
得
セ
ン
。
（
三

七
ウ
４
、
・
‐
‐
す
・
（
・
コ
ム
ト
ク
す
・
）
・
む
・
）

○
五
（
は
）
［
者
］
資
財
に
乏
シ
カ
ラ
不
。
（
三
八
オ
１
、
・
と
も
し

ト
モ

す

・
）

○
六
（
は
）
［
者
］
皮
膚
潤
＊
澤
［
イ
、
皮

膚

潤

澤
］
な
り
。
（
三

ヒ

ヨ
ウ

ニ
ン

カ
ハ

ハ
タ
ヘ
ウ
ル
ヒ

八
オ
１
、
・
ヒ
ヨ
ウ
・
（
・
ビ
フ
・
）
・
ニ
ン
‐
な
り
・
（
・
ニ
ン
ヂ
ヤ

ク
な
り
・
）
・
か
は
・
は
だ
へ
・
う
る
ひ
・
）

＊
「
澤
」

左
傍
に
某
字
を
擦
り
消
し
た
跡
あ
り
。

○
七
（
は
）
［
者
］
人

の
爲
に
愛
―
敬
セ
ラ
ル
。
（
三
八
オ
２
、

（
返
）

・
‐
‐
す
・
（
・
ア
イ
キ
ヤ
ウ
す
・
）
・
ら
る
・
）

○
八
（
は
）
［
者
］
孝
養
の
子
を
得
ン
。
（
三
八
オ
２
、
・
う
・
む
・
）

エ

○
九
（
は
）
［
者
］
眷
屬
和
睦

す
［
和
睦
］
。
（
三
八
オ
２
、
・

ム
ツ
ヒ
ン

（
入
）

む
つ
ぶ
・
む
・
）

○
此
の
經
典
の
所
在
の
若
（
き
）
［
之
］
處
は
即
（
ち
）
佛
及
（
ひ
）
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諸
の
菩
薩
・
緣
覺
聲
聞
＊
有
る
に
爲
レ
ハ
ナ
リ
。
（
三
八
ウ
１
、
・
な

ナ

る
・
ば
・
な
り
・
）

＊
「
有
」

「
に
」
点
、
マ
マ
。

○
何
（
を
）
以
（
て
の
）
故
（
に
）

一
切
の
如
來
・
此
の
經
（
返
）

を
修
行
し
て
凡
夫

を
捨
（
て
）
已
（
り
）
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三

（
返
）

菩
提

を
得

一
切
の
賢
聖
・
皆
（
な
）
此
の
經

（
に
）

エ

（
返
）

（
返
）

從
（
ひ
）
解
脱

を
得
ル
か
故
な
り
。（
三
八
ウ
２
、
・
う
・
う
・
）

ウ

る

（
返
）

○
文
殊
師
利
・
我
か
涅
槃
の
後
・
後
五
百
歳
（
に
し
て
）
・
法
滅
（
返
）

セ
ン
ト
欲
ン
時
・

＊
若
（
し
）
法
師

有
（
り
）
て
此
の
心
地

セ

（
返
）

135

經
の
衆
經
の
中
の
王

を
受

―
持
―
讀
―
習
―
解
―

（
一
）
（
返
）

（
二
）

説
―
書
―
寫
セ
ン
（
三
八
ウ
５
、
・
‐
す
・
（
・
メ
ツ
す
・
）
・
む
・

む

と
・
す
・
む
・
‐
‐
す
・
（
・
シ
ヨ
シ
ヤ
す
・
）
・
む
・
）

＊
「
若
」

右
下
に
ヲ
コ
ト
点
ら
し
き
斜
線
あ
る
が
、
未
詳
。

○
若
（
し
）
善
男
子
善
女
人

有
（
り
）
て
此
（
の
）
法
師

（
返
）

（
返
）

（
を
）
供
養
尊
重
セ
ン
者

即
（
ち
）
十
方
三
世
の
一
切
の
諸
佛
を

は

供
養
す
る
に
爲

る
。
（
三
九
オ
２
、
・
‐
‐
す
・
（
・
ソ
ン
ヂ
ユ

（
訓
）

ウ
す
・
）
・
む
・
）

○
是
の
大
法
師
・
无
佛
の
時

に
在
（
り
）
て

濁
惡
世
の
邪
見

（
返
）

の
有
情

の
爲
に
甚
深
の
心
地
經
王

を
演
説
し
て

惡
見

（
返
）

（
返
）

（
返
）

を
離
レ
菩
提
道

に
趣

か
使

メ

廣
―
宣
流
―

ハ
ナ

シ

（
一
）
（
返
）

（
二
）

（
三
）

布
し
て
法
を
久
（
し
）
く
＊
住
セ
令
ム
レ
ハ
な
り
。
（
三
九
オ
５
、
・

シ

は
な
る
・
し
む
・
‐
す
・
（
・
ヂ
ユ
ウ
す
・
）
・
し
む
・
ば
・
）

＊
「
住
」

右
傍
仮
名
「
セ
シ
」
、
「
令
」
字
の
仮
名
「
セ
シ
ム
レ
ハ
」
と
重
複
。

○
若
（
し
）
善
男
子
善
女
人

有
（
り
て
）
此
の
法
師

（
返
）

（
一
）
（
返
）

を
合

―
掌
恭
―
敬
セ
ハ
［
者
］
・

我

・
无
上
大
菩
提
の
記
を

は

（
わ
）
レ

（
二
）

授

く
。
（
三
九
ウ
４
、
・
‐
‐
す
・
（
・
ク
キ
ヤ
ウ
す
・
）
・
ば

（
二
）

・
わ
れ
・
）

○
若
（
し
）
人
・

此
（
の
）
心
地
經

を
聞

（
く

（
一
）
（
返
）

（
二
）

136

こ
と
）
得

て

四
恩

を
報
セ
ン
か
爲
に
菩
提
心

を

（
三
）

（
返
）

（
返
）

發
し
て

若
（
は
）
自
（
ら
）
＊
書

し

若
は

人

（
を
）

（
平
）

（
返
）

137

使
（
て
）
書

（
か
）
［
使
］

（
め
）

若
は
讀
念
通
利

（
返
）

（
再
讀
）

セ
ン
。
（
四
〇
オ
１
、
・
‐
す
・
（
・
ホ
ウ
ず
・
）
・
む
・
‐
‐
す
・
（
・

ツ
ウ
リ
す
・
）
・
む
・
）

＊
「
書
」

平
声
及
び
平
声
軽
の
声
点
あ
り
。
平
声
軽
の
声
点
付
近
に
擦
り
消
し
た

跡
あ
り
。

○
是

（
の
）
如
（
き
）
人
等
・
獲

む
所
の
福
德
・
佛
の

（
返
）

（
返
）

智
力

を
以
（
て
）
多
少

を
籌

量
セ
ン
に

其
の
邊

チ
ウ

（
返
）

（
返
）

（
去
）

を
得
不
。（
四
〇
オ
３
、
・
チ
ウ
‐
す
・
（
・
ヂ
ウ
ラ
ウ
す
・
）
・
む
・
）

し

○
一
切
の
諸
天
・
梵
王
・
帝
釋
・
四
大
天
王
・
訶

利

底テ
イ

（
去
）

（
上
）

（
上
）

母
・
五
百
の
眷
屬
・
儞

羅

跋

多
大
鬼
神
王
・
龍
神
八

ニ

ラ

（
去
）

（
入
）

138

部
・
一
切
聽
法
の
諸
の
鬼
神
等
・
晝
夜
に
離

レ
不
し
て

常
に

ハ
ナ

（
返
）

當
に
是

（
の
）
如
（
き
）
佛
子

を
擁
護
し
て
念
慧

（
返
）

（
返
）

（
返
）

を
增
長
し

无
礙
辯

を
與
ヘ
衆
生

を
教
化
し
て
佛
因

ア
タ

（
返
）

（
返
）

（
一
）

を
種

ヱ
令

む
［
當
］

し
。
（
四
〇
オ
４
、
・

ウ

（
二
）

（
三
）

（
再
讀
）
（
四
）

‐
‐
テ
イ
‐
・
（
・
カ
リ
タ
イ
モ
・
）
・
ニ
ラ
‐
・
（
・
ニ
ラ
バ
ツ
・
）

・
は
な
る
・
あ
た
ふ
・
う
う
・
）

○
文
殊
師
利

是
（
の
）
如
（
き
）
善
男
子
善
女
人
・
命
終
の
時
（
返
）

に
臨
（
み
）
て

現
前
に
十
方
の
諸
佛

を
見
タ
テ
マ
ツ
ル
（
こ
）

ミ

（
返
）

139
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ト
得

三
業
亂
レ
不
。
（
四
〇
ウ
３
、
・
み
る
・
た
て
ま
つ
る
・
こ
と

エ

ミ
タ

し

・
う
・
み
だ
る
・
）

○
云
何
ナ
ル
ヲ
カ
十
（
と
）
爲
ル
。
（
四
〇
ウ
５
、
・
い
か
な
り
・
を

イ
カ

ス

・
か
・
す
・
）

○
二
（
は
）
［
者
］
目
晴

露

ナ
ラ
不
。
（
四
一
オ
１
、
・
あ
ら
は

ア
ラ
ハ

し

（
去
）

な
り
・
）

○
三
（
は
）
［
者
］
手
掉

動

［
イ
、

掉

動

］
（
せ
）
不
。

テ
ウ

サ
ワ
キ
ウ
コ
キ

し

（
平
濁
）

（
平
）

（
四
一
オ
１
、
・
デ
ウ
‐
す
・
（
・
デ
ウ
ヅ
ウ
す
・
）
・
さ
わ
ぐ
・
う

ご
く
・
）

○
四
（
は
）
［
者
］
足
伸

縮

［
イ
、
伸

縮

］
（
す
る
こ
と
）

シ
ム

シ
ユ
ク

ノ
ヒ

シ
ヽ
マ
リ

（
平
）

无
（
か
ら
）
む
。
（
四
一
オ
２
、
・
シ
ム
シ
ユ
ク
・
（
・
シ
ン
ス
ク
・
）

・
の
ぶ
・
し
じ
ま
る
・
）

○
五
（
は
）
［
者
］
便
―

溺

遺

（
せ
）
不
。
（
四
一
オ
２
、

ニ
ヤ
ク

ヰ

し

（
入
）

（
平
）

・
‐
ニ
ヤ
ク
・
（
・
ベ
ン
ニ
ヤ
ク
・
）
・
ヰ
す
・
（
・
ユ
イ
す
・
）
）

○
六
（
は
）
［
者
］
體

汗
流
レ
不
（
四
一
オ
２
、
・
あ
せ
・
な
が

ア
セ

ナ
カ

し

（
平
）

る
・
）

○
七
（
は
）
［
者
］
外
に
捫

＊
模

（
せ
）
不
（
四
一
オ
３
、

モ
ン

モ

（
去
）

（
平
）

・
モ
ン
モ
す
・
）

＊
「
模
」

本
行
「
槿
」
字
を
見
せ
消
ち
し
、
右
傍
に
訂
す
。

○
八
（
は
）
［
者
］
手
拳
舒
ヒ
展
ヒ
タ
ラ
ン
（
四
一
オ
３
、
・
の
ぶ
・

ノ

ノ

の
ぶ
・
た
り
・
む
・
）

○
九
（
は
）［
者
］
顏
容

改

ラ
不
。（
四
一
オ
３
、
・
あ
ら
た
ま
る
・
）

ア
ラ
タ
マ

し

○
十
（
は
）
［
者
］
＊
轉
―
側
自
―
＊
如
ナ
ラ
ン
。
（
四
一
オ
４
、
・

な
り
・
む
・
）

＊
「
轉
」

「
轉
」
字
か
ら
「
自
」
字
に
か
け
て
、
右
傍
に
角
筆
仮
名
あ
る
か
。

＊
「
如
」

右
傍
仮
名
「
ナ
ナ
ラ
ン
」
と
あ
る
が
、
未
詳
。

○
經
力

に
由
（
る
）
か
故
に

是

（
の
）
如
（
き
）
相
有ア

（
返
）

（
返
）

（
二
）

ラ
ン
。
（
四
一
オ
４
、
・
あ
り
・
む
・
）

○
八
（
は
）
［
者
］
眷
屬

に
背
カ
不
（
四
一
ウ
３
、
・
そ
む
く
・
）

ソ
ム

し

（
返
）

○
九
（
は
）
［
者
］
人
天
敬
愛
セ
ン
（
四
一
ウ
３
、
・
‐
‐
す
・
（
・

キ
ヤ
ウ
ア
イ
す
・
）
・
む
・
）

○
十
（
は
）
［
者
］
佛
の
所
説

を
讃
メ
ン
（
四
一
ウ
４
、
・
ほ
む

ホ

（
返
）

・
む
・
）

○
是

（
の
）
如
（
き
）
善
語
・
皆
（
な
）
此
（
の
）
經
に
由
ラ

（
返
）

ン
。
（
四
一
ウ
４
、
・
よ
る
・
む
・
）

○
二
（
は
）
［
者
］
結
恨
を
懷
カ
不
。
（
四
一
ウ
５
、
・
い
だ
く
・
）

イ
タ

し

○
三
（
は
）
［
者
］
慳

心
を
生
セ
不
。
（
四
二
オ
１
、
・
ケ
ン
‐

ケ
ン

し

（
去
）

・
（
・
ケ
ン
シ
ム
・
）
・
‐
す
・
（
・
シ
ヤ
ウ
ず
・
）
）

○
五
（
は
）
［
者
］
過
惡
を
説
カ
不
（
四
二
オ
１
、
・
と
く
・
）

ト

し

○
七
（
は
）
［
者
］
顚

倒
の
心
无
カ
ラ
ン
（
四
二
オ
２
、
・
な
し
・

ナ

140

む
・
）

○
九
（
は
）
［
者
］
七
慢
を
遠

離
セ
ン
。
（
四
二
オ
３
、
・
‐
‐
す

141

・
（
・
ヲ
ン
リ
す
・
）
・
む
・
）

○
十
（
は
）
［
者
］
［
欲
］
一
切
の
佛
法

を
證
得

し

（
一
）
（
返
）

（
二
）

三
＊
昧

を
＊
圓

滿
セ
ン
ト
樂

（
ふ
）
［
イ
、
一
切

（
一
）

（
二
）

（
三
）

（
の
）
佛
法
（
を
）
證
得
（
し
）
三
昧
（
を
）
圓
滿
欲
ン
（
と
）
樂

セ

（
ふ
）
］
。
（
四
二
オ
３
、
・
‐
‐
す
・
（
・
ヱ
ン
マ
ン
す
・
）
・
む
・
と

・
‐
‐
す
・
（
・
ヱ
ン
マ
ン
す
・
）
・
む
・
）
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＊
「
昧
」

左
傍
、
一
点
を
擦
り
消
し
た
跡
あ
り
。

＊
「
圓
」

左
傍
、
二
点
を
擦
り
消
し
た
跡
あ
り
。

○
文
殊
師
利

是

（
の
）
如
（
き
）
功
德
・
皆
（
な
）
深
妙
の

（
返
）

經
典

を
受
―
持
―
読
―
習
―
通
―
利
―
解
―
説
―
書
―

（
一
）
（
返
）

寫

す
る
難
思
議
の
力

に
由

レ
リ
。
（
四
二
オ
４
、
・

ヨ

（
二
）

（
三
）

（
四
）

よ
る
・
り
・
）

○
此
の
心
地
經
は
无
量
處

に
於
て
も
无
量
時

に
於
て
も

（
返
）

（
返
）

聞
（
く
）
こ
と
得
可
（
か
ら
）
不
。
（
四
二
ウ
１
、
・
う
・
）

ウ

す

○

何
（
に
）
＿
況
ヤ
見

る
こ
と
得

具
足
し
て
修
＊
習
セ

エ

（
返
）

142

ン
ヲ
ヤ
。
（
四
二
ウ
２
、
・
や
・
う
・
‐
‐
す
・
（
・
シ
ユ
ジ
フ
す
・
）

・
む
・
を
・
や
・
）

＊
「
習
」

「
し
」
「
て
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
擦
り
消
し
た
跡
あ
り
。

○
汝
等
大
會
・
一
心
に
奉
持
し
て

速
に
凡
夫

を
捨
テ
ヽ

當

ス

（
返
）

に
佛
道
（
を
）
成
（
す
）
［
當
］

し
。
（
四
二
ウ
２
、
・
す
つ

（
再
讀
）

・
て
・
）

○
爾
（
の
）
時
文
殊
師
利
法
王
子
等
の
无
量
大
菩
薩
・
智
光
菩
薩
等

の
新
發
意
の
菩
薩

阿
若
憍
陳
如
等
の
諸
大
聲
聞
・
天
龍
八
部
・
人

非
人
衆
・
各
―
各
に
一
―
心
に
・
佛
説

を
受
持
し
て
皆
（
な
）

（
返
）

大
に
歡
喜
し
信
受
奉

行
シ
キ
（
四
二
ウ
３
、
・
‐
‐
す
・
（
・
ブ
ギ

し

143

ヤ
ウ
す
・
）
・
き
・
）

「
座
」

「
座
従
（
リ
）
起
チ
テ
［
て
］
」
と
す
る
。

1

「
理
」

「
て
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
す
る
。

2

「
著
」

底
本
「
著
」
字
を
「
着
」
字
で
表
記
。
以
降
の
同
字

3

に
つ
い
て
も
同
様
。

「
者
」

「
に
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
せ
ず
、
「
を
」
の
ヲ
コ
ト

4

点
が
あ
る
と
す
る
。

「
曾
」

朱
と
角
両
筆
に
よ
る
「
カ
ツ
テ
」
の
仮
名
が
あ
る
と

5

す
る
。

「
智
」

「
地
」
と
す
る
。

6

「
自
」

右
傍
仮
名
「
ミ
ツ
カ
ラ
」
を
抹
消
と
す
る
。

7

「
引
」

右
傍
仮
名
「
□
キ
」
を
抹
消
と
す
る
。

8

「
炬
」

「
に
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
せ
ず
。

9

「
作
」

朱
と
角
両
筆
に
よ
る
「
タ
リ
」
の
仮
名
が
あ
る
と
す

10

る
。

「
戰
」

右
傍
角
筆
仮
名
を
「
セ
ン
」
と
す
る
。

11

「
疾
」

「
く
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
す
る
。

12

「
誰
」

右
傍
仮
名
「
タ
レ
」
を
反
映
せ
ず
。

13

「
法
」

「
は
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
擦
り
消
し
と
す
る
。

14

「
今
」

二
字
の
間
の
合
符
、
左
寄
り
で
あ
る
と
す
る
。

15

「
蹔
」

底
本
「
蹔
」
字
を
「
暫
」
字
で
表
記
。
以
降
の
同
字

16

に
つ
い
て
も
同
様
。

「
故
」

「
に
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
せ
ず
。

17

「
電
」

右
傍
の
角
筆
仮
名
「
テ
ン
」
に
「
？
」
を
付
す
。

18

「
猴
」

角
と
朱
両
筆
に
よ
る
「
コ
」
の
仮
名
が
あ
る
と
す
る
。

19

「
蹔
」

朱
と
角
両
筆
に
よ
る
「
シ
ハ
ラ
ク
も
」
の
仮
名
及
び

20

74



ヲ
コ
ト
点
が
あ
る
と
す
る
。

「
如
」

右
下
の
符
号
、
「
し
」
の
ヲ
コ
ト
点
で
あ
る
と
す
る
。

21

「
汚
」

左
傍
仮
名
「
ケ
カ
ス
」
が
「
坌
」
字
に
付
さ
れ
て
い

22

る
と
す
る
。

「
僻
」

「
假
」
と
す
る
。

23

「
豬
」

「
猪
」
と
す
る
。

24

「
牝
」

右
傍
仮
名
を
「
ヒ
ン
」
と
す
る
。

25

「
悟
」

「
る
」
点
を
反
映
す
る
。

26

「
犯
」

右
傍
角
筆
仮
名
を
「
ホ
ム
」
と
す
る
。

27

「
大
」

以
下
二
文
字
、
「
小
大
」
と
す
る
。

28

「
无
」

「
く
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
せ
ず
。

29

「
水
」

「
の
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
る
と
す
る
。

30

「
知
」

「
る
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
る
と
す
る
。

31

「
悟
」

朱
と
角
両
筆
に
よ
る
「
サ
ト
ル
」
の
仮
名
が
あ
る
と

32

す
る
。

「
敵
」

「
ヲ
コ
ト
点
「
に
」
を
擦
消
。
左
訓
読
め
ず
」
と
す

33

る
。
本
用
例
集
で
は
「
軍
」
字
に
同
様
の
注
あ
り
。

「
流
」

「
を
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
せ
ず
、
「
に
」
の
ヲ
コ
ト

34

点
が
あ
る
と
す
る
。

「
鼓
」

右
傍
角
筆
仮
名
「
コ
」
を
反
映
せ
ず
。

35

「
螺
」

朱
と
角
両
筆
に
よ
る
「
ラ
」
の
仮
名
が
あ
る
と
す
る
。

36

「
照
」

「
す
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
せ
ず
。

37

「
主
」

「
王
」
と
す
る
。

38

「
主
」

句
点
を
中
黒
点
と
す
る
。

39

「
時
」

右
傍
に
「
シ
」
の
角
筆
仮
名
が
あ
る
と
す
る
。

40

「
爲
」

「
す
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
せ
ず
。

41

「
愛
」

「
受
」
と
す
る
。

42

「
更
」

右
傍
「
終
」
字
を
「
経
」
字
と
す
る
。

43

「
叉
」

右
傍
仮
名
を
「
ア
サ
レ
ヨ
」
と
す
る
。

44

「
盈
」

右
傍
仮
名
を
「
ヤ
ウ
」
と
す
る
。

45

「
來
」

「
の
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
せ
ず
。

46

「
界
」

「
に
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
る
と
す
る
。

47

「
就
」

左
下
の
朱
線
を
「
た
り
」
の
ヲ
コ
ト
点
と
す
る
。

48

「
就
」

文
末
に
句
点
を
付
す
。

49

「
速
」

中
黒
点
を
反
映
せ
ず
。

50

「
發
」

句
点
を
反
映
せ
ず
、
「
心
」
字
を
前
文
に
続
け
て
「
発

51

心
と
名
（
づ
く
）
る
」
と
す
る
。

「
爲
」

中
黒
点
を
反
映
せ
ず
。

52

「
令
」

右
傍
仮
名
を
「
シ
メ
タ
マ
ヘ
」
と
す
る
。

53

「
密
」

「
に
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
せ
ず
。

54

「
盛
」

「
も
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
せ
ず
。

55

「
燒
」

「
く
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
る
と
す
る
。

56

「
餘
」

「
こ
と
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
せ
ず
。

57

「
邪
」

底
本
「
邪
」
字
を
「
耶
」
字
で
表
記
。
以
降
に
も
、

58

同
様
の
書
き
換
え
が
み
ら
れ
る
箇
所
あ
り
。

「
從
」

右
傍
仮
名
を
「
シ
タ
カ
ヘ
」
と
す
る
。

59

「
是
」

右
傍
仮
名
「
コ
」
を
反
映
せ
ず
。

60

「
空
」

句
点
が
あ
る
と
す
る
。

61
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「
有
」

「
の
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
せ
ず
、
「
る
」
の
ヲ
コ
ト

62

点
が
あ
る
と
す
る
。

「
除
」

右
傍
仮
名
を
「
ノ
ソ
カ
ム
」
と
す
る
。

63

「
執
」

「
も
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
せ
ず
。

64

「
心
」

中
黒
点
を
反
映
せ
ず
。

65

「
緣
」

「
す
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
る
と
す
る
。

66

「
不
」

「
す
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
せ
ず
。

67

「
持
」

「
て
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
せ
ず
。

68

「
就
」

「
熟
」
と
す
る
。

69

「
闡
」

右
傍
角
筆
仮
名
を
「
セ
ン
」
と
す
る
。

70

「
清
」

「
消
」
と
す
る
。

71

「
遠
」

右
傍
仮
名
を
「
ト
ヲ
サ
カ
ル
ニ
」
と
す
る
。

72

「
近
」

右
傍
仮
名
を
「
チ
カ
ヅ
ク
ニ
」
と
起
し
、
「
ル
」
の
仮

73

名
は
反
映
せ
ず
。

「
苦
」

右
傍
仮
名
を
「
ニ
ガ
キ
」
と
す
る
。
ま
た
、
同
字
に

74

「
き
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
る
と
す
る
。

「
里
」

以
下
三
文
字
、
「
暗
闇
夜
」
と
す
る
。

75

「
中
」

「
に
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
せ
ず
。

76

「
〓
｛
示
＋
平
｝
」

「
秤
」
と
す
る
。

77

「
能
」

平
声
点
が
あ
る
と
す
る
。

78

「
災
」

「
炎
」
と
す
る
。

79

「
蘇
」

朱
と
角
両
筆
に
よ
る
「
ソ
」
の
仮
名
が
あ
る
と
す
る
。

80

「
陀
」

朱
と
角
両
筆
に
よ
る
「
タ
」
の
仮
名
が
あ
る
と
す
る
。

81

「
如
」

「
し
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
せ
ず
。

82

「
速
」

右
傍
仮
名
を
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
と
起
し
、
「
に
」
の
ヲ

83

コ
ト
点
は
反
映
せ
ず
。

「
生
」

中
黒
点
を
反
映
せ
ず
。

84

「
金
」

「
の
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
る
と
す
る
。

85

「
日
」

「
白
」
と
す
る
。

86

「
頭
」

同
字
の
下
に
「
指
」
字
あ
り
。

87

「
十
」

「
小
」
と
す
る
。

88

「
握
」

朱
と
角
両
筆
に
よ
る
「
ア
ク
」
の
仮
名
が
あ
る
と
す

89

る
。

「
手
」

当
該
文
字
な
し
。

90

「
右
」

「
左
」
と
す
る
。

91

「
印
」

「
は
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
せ
ず
。

92

「
毘
」

同
字
の
上
に
「
大
」
字
あ
り
。

93

「
譬
」

「
は
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
せ
ず
。

94

「
妙
」

同
字
の
下
に
「
觀
」
字
あ
り
。

95

「
心
」

中
黒
点
を
反
映
せ
ず
。

96

「
漸
」

右
傍
仮
名
を
「
ヤ
ウ
」
と
す
る
。

97

「
説
」

右
傍
仮
名
「
タ
マ
フ
」
を
擦
り
消
し
と
す
る
。

98

「
告
」

「
て
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
る
と
す
る
。

99

「
着
」

「
る
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
す
る
。

100

「
蟻
」

朱
と
角
両
筆
に
よ
る
「
マ
テ
」
の
仮
名
が
あ
る
と
す

101

る
。

「
體
」

「
髄
」
と
す
る
。

102

「
求
」

「
こ
と
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
る
と
す
る
。

103
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「
貧
」

「
貪
」
と
す
る
。

104

「
心
」

朱
と
角
両
筆
に
よ
る
「
セ
」
の
仮
名
が
あ
る
と
す
る
。

105

「
怨
」

朱
と
角
両
筆
に
よ
る
「
ヲ
ム
」
の
仮
名
が
あ
る
と
す

106

る
。

「
者
」

当
該
文
字
な
し
。

107

「
觀
」

右
傍
の
「
ミ
ル
」
を
角
筆
仮
名
と
す
る
。

108

「
事
」

右
傍
に
「
ヲ
」
の
仮
名
が
あ
る
と
す
る
。

109

「
事
」

中
黒
点
を
反
映
せ
ず
。

110

「
如
」

「
と
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
せ
ず
。

111

「
佗
」

「
他
」
と
す
る
。

112

「
己
」

「
か
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
せ
ず
。

113

「
果
」

朱
と
角
両
筆
に
よ
る
「
を
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
る
と

114

す
る
。

「
若
」

「
と
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
る
と
し
て
、
右
傍
仮
名
「
ト
」

115

は
反
映
せ
ず
。

「
甲
」

「
甲
」
字
と
「
冑
」
字
の
間
の
合
符
を
反
映
せ
ず
。

116

「
學
」

仮
名
は
反
映
せ
ず
、
「
す
る
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
る
と

117

す
る
。

「
櫻
」

「
瓔
」
と
す
る
。

118

「
言
」

「
く
」
の
ヲ
コ
ト
点
は
反
映
せ
ず
、
右
傍
仮
名
を
「
マ

119

ウ
サ
ク
」
と
す
る
。

「
今
」

「
今
」
字
と
「
者
」
字
の
間
の
合
符
、
左
寄
り
で
あ

120

る
と
す
る
。

「
令
」

右
傍
仮
名
を
「
シ
メ
ム
」
と
す
る
。

121

「
諸
」

朱
と
角
両
筆
に
よ
る
「
の
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
る
と

122

す
る
。

「
障
」

朱
と
角
両
筆
に
よ
る
「
を
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
る
と

123

す
る
。

「
斷
」

朱
と
角
両
筆
に
よ
る
「
て
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
る
と

124

す
る
。

「
量
」

朱
と
角
両
筆
に
よ
る
「
の
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
る
と

125

す
る
。

「
樂
」

朱
と
角
両
筆
に
よ
る
「
を
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
る
と

126

す
る
。

「
悉
」

朱
と
角
両
筆
に
よ
る
「
く
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
る
と

127

す
る
。

「
當
」

朱
と
角
両
筆
に
よ
る
「
に
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
る
と

128

す
る
。

「
提
」

朱
と
角
両
筆
に
よ
る
「
を
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
る
と

129

す
る
。

「
者
」

「
に
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
せ
ず
。

130

「
乃
」

「
し
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
せ
ず
。

131

「
乃
」

中
黒
点
が
あ
る
と
す
る
。

132

「
聞
」

同
字
の
下
に
「
衆
」
字
あ
り
。

133

「
彼
」

「
の
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
せ
ず
。

134

「
若
」

右
下
の
符
号
を
「
し
」
の
ヲ
コ
ト
点
と
す
る
。

135

「
此
」

「
是
」
と
す
る
。

136

「
人
」

「
を
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
る
と
す
る
。

137
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「
跋
」

「
抜
」
と
す
る
。

138

「
現
」

「
眼
」
と
す
る
。

139

「
倒
」

「
の
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
せ
ず
。

140

「
離
」

仮
名
は
反
映
せ
ず
、
「
せ
ん
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
る
と

141

す
る
。

「
何
」

「
何
」
字
と
「
況
」
字
の
間
の
合
符
を
反
映
せ
ず
。

142

「
行
」

「
し
」
の
ヲ
コ
ト
点
を
反
映
せ
ず
。

143お
わ
り
に

以
上
、
未
熟
な
が
ら
も
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』

の
訓
読
文
用
例
集
の
作
成
を
試
み
た
。
猶
、
本
用
例
集
で
は
、
底
本

に
付
さ
れ
た
加
点
を
可
能
な
限
り
拾
い
上
げ
、
翻
字
本
文
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
。
そ
の
結
果
、
複
数
の
異
読
が
立
ち
、

文
の
構
成
が
煩
雑
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

検
索
用
語
の
掲
出
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
未
だ
模
索
段
階
で
あ
る
。

本
用
例
集
で
は
、
如
何
に
し
て
検
索
用
語
を
統
一
し
、
検
索
者
に
よ

る
揺
れ
及
び
検
索
漏
れ
を
最
小
限
に
止
め
る
か
に
重
点
を
置
き
、
検

索
用
語
を
呉
音
に
統
一
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。
し
か
し
、
そ

れ
に
よ
り
、
実
際
に
付
さ
れ
て
い
る
読
み
と
検
索
用
語
と
の
間
に
乖

離
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
以
外
に
も
、
多
々
不
備
が
存

す
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
大
方
の
ご
批
評
を
賜
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
付
記
】

本
用
例
集
は
、
松
本
光
隆
広
島
大
学
教
授
が
昭
和
六
十
一
年
に
書

写
・
移
点
し
た
移
点
本
を
借
用
し
、
底
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
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